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３
月
定
例
市
議
会
で
述
べ
た
前
田

市
長
の
平
成
20
年
度
施
政
方
針
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
は
価
値
創
造
元
年
予

算
を
念
頭
に
霧
島
市
の「
黎れ
い

明め
い

の
年
」

と
し
て
、ま
た
、平
成
19
年
度
は
、「
経

営
健
全
化
計
画
」
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
る
た
め
の

「
行
財
政
改
革
断
行
元
年
」
と
位
置

づ
け
、「
市
民
総
親
和
」
の
も
と
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
て
い
る
「
美
し

い
霧
島
市
」「
日
本
一
の
ふ
る
さ
と
」

づ
く
り
を
目
指
し
、「
開
か
れ
た
市

政
」「
活
力
あ
る
市
政
」「
公
正
で
公

平
な
市
政
」
の
３
つ
の
基
本
姿
勢
を

堅
持
し
な
が
ら
、
健
全
経
営
に
努
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
、
経
営
健
全
化
は
着
実
に
前

進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
か
ら
の
霧

島
市
経
営
の
羅ら

針し
ん

盤ば
ん

と
も
言
う
べ
き
、

本
市
の
10
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
る

「
第
一
次
霧
島
市
総
合
計
画
」
に
つ

い
て
、
昨
年
12
月
議
会
に
基
本
構
想

を
議
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
は
、
こ
の
第
一
次
霧

島
市
総
合
計
画
の
初
年
度
と
し
て

「
新
ふ
る
さ
と
草
創
元
年
」
と
位
置

付
け
、
新
た
な
行
政
経
営
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
こ
と

を
基
本
に
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ

う
「
霧
島
市
行
政
改
革
大
綱
」、「
霧

島
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

歳
入
確
保
や
歳
出
削
減
な
ど
積
極
的

な
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
や
、
定

員
の
適
正
化
の
推
進
、
国
分
・
隼
人

の
分
庁
お
よ
び
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
な
ど
絶
え
間
な
く
行
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、「
職
員
１
人
１

改
革
」
を
目
標
に
改
革
改
善
を
よ
り

強
力
に
進
め
る
ほ
か
、
総
合
計
画
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
す
べ
て
の
事
務
事

業
に
対
し
て
行
政
評
価
の
導
入
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
霧

島
市
に
お
け
る
行
政
の
説
明
責
任
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
評
価
結
果

を
具
体
的
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
る
な
ど
効
率
的
で
効
果

的
な
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
革
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
霧
島
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
目
指
し
、

私
を
は
じ
め
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
改
革
改
善
を
強
力

に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
本
年
11
月
７
日
は
霧
島
市

誕
生
３
周
年
に
あ
た
り
ま
す
が
、
市

制
３
周
年
記
念
事
業
と
し
て
の
記
念

式
典
、
植
樹
祭
な
ど
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
市
民
団
体
な
ど
が
主
催
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
「
霧
島
市

制
３
周
年
記
念
」
の
協
賛
を
い
た
だ

き
、
３
周
年
記
念
の
気
運
を
高
め
、

市
民
の
融
和
と
一
体
感
を
醸
成
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
定
的
な
財
政
運
営

国
の
平
成
20
年
度
予
算
編
成
に
お

い
て
は
、
平
成
23
年
度
に
国
と
地
方

の
基
礎
的
財
政
収
支
を
確
実
に
黒
字

化
す
る
と
し
た
「
経
済
財
政
運
営
と

構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０

０
６
」
お
よ
び
「
経
済
財
政
改
革
の

基
本
方
針
２
０
０
７
」
に
の
っ
と
り
、

国
・
地
方
を
通
じ
て
引
き
続
き
歳
出

改
革
路
線
を
堅
持
す
る
と
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て

は
、
地
方
税
収
入
や
地
方
交
付
税
の

原
資
と
な
る
国
税
収
入
の
伸
び
が
鈍

化
す
る
中
で
、
社
会
保
障
関
係
経
費

の
自
然
増
や
公
債
費
が
高
い
水
準
で

推
移
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
依
然

と
し
て
大
幅
な
財
源
不
足
が
見
込
ま

れ
た
こ
と
か
ら
、「
基
本
方
針
２
０

０
６
」
と
「
基
本
方
針
２
０
０
７
」

に
沿
っ
て
、
国
の
歳
出
予
算
と
歩
み

を
ひ
と
つ
に
し
て
地
方
歳
出
を
見
直

す
こ
と
と
し
、
給
与
関
係
経
費
や
地

方
単
独
事
業
費
の
抑
制
を
通
じ
て
地

方
財
政
規
模
の
抑
制
に
努
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
地
方
再
生
に
向
け
た

自
主
的
・
主
体
的
な
地
域
活
性
化
施

策
の
充
実
な
ど
に
対
処
す
る
た
め
、

安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方

交
付
税
お
よ
び
一
般
財
源
の
総
額
の

確
保
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
現
在
、
国
な
ど

に
お
い
て
は
ガ
ソ
リ
ン
税
な
ど
道
路

特
定
財
源
の
暫
定
税
率
の
議
論
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
に
つ
い
て

も
平
成
18
年
度
決
算
で
試
算
し
た
場

合
、
歳
入
ベ
ー
ス
で
自
動
車
重
量
譲

与
税
な
ど
の
一
般
財
源
で
４
億
１
、

８
５
１
万
円
、
事
業
費
ベ
ー
ス
に
換

算
す
る
と
、
12
億
２
、１
４
９
万
円

の
影
響
が
あ
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
道
路
特
定
財
源
を
渋
滞

緩
和
や
地
域
間
を
結
ぶ
道
路
の
整
備

お
よ
び
道
路
維
持
補
修
な
ど
の
財
源

と
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
20
年
度
当

初
予
算
に
お
い
て
も
、
現
行
の
暫
定

税
率
で
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
全
国
市
長

会
な
ど
と
連
携
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

一
方
、
鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
「
県
政
刷
新
大
綱
」
に
基

づ
き
、
歳
入
・
歳
出
両
面
に
わ
た
る

徹
底
し
た
見
直
し
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
平
成
20
年
度
当
初
予
算
に
つ

い
て
も「
県
政
刷
新
大
綱
」を
踏
ま
え
、

行
財
政
構
造
改
革
の
着
実
な
進
展
を

図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
「
改
革

断
行
・
実
行
予
算
」
と
し
て
予
算
編

成
が
さ
れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て

は
県
単
独
事
業
費
な
ど
の
削
減
に
よ

る
影
響
が
引
き
続
き
懸
念
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

市
民
と
協
働
し
効
率
的
で

持
続
可
能
な
財
政

本
市
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
同
様
に
大
変
厳
し
い
状
況
で

あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
機
会
あ
る

ご
と
に
申
し
上
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ

新
ふ
る
さ
と
草そ
う

創そ
う

元
年

元
気
な
ふ
る
さ
と
再
生
へ

新
た
な
挑
戦
が

始
ま
り
ま
す
。

平成20年度／施政方針

ム
を
確
立
す
る
た
め
、
引
き
続
き
徹

底
し
た
行
政
改
革
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
の
徹
底

し
た
見
直
し
に
よ
る
経
費
抑
制
と
自

主
財
源
の
積
極
的
な
確
保
な
ど
、
徹

底
し
た
「
選
択
と
集
中
」
の
考
え
の

も
と
、
市
民
と
協
働
し
な
が
ら
市
が

担
う
べ
き
役
割
の
重
点
化
を
進
め
、

効
率
的
で
持
続
可
能
な
健
全
財
政
を

推
し
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
市
の
将
来
に
向
け
、

長
期
的
な
展
望
に
立
ち
「
第
一
次
霧

島
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
く
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

必
要
が
あ
り
、
今
後
も
「
霧
島
市
行

政
改
革
大
綱
」
や
「
霧
島
市
集
中
改

革
プ
ラ
ン
」
と
「
霧
島
市
経
営
健
全

化
計
画
」
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
計
画
を
実
効
あ
る
も
の
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
20

年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
「
持

続
可
能
な
健
全
財
政
の
確
立
」、「
将

来
市
民
負
担
の
軽
減
」、「
ビ
ル
ド

ア
ン
ド
ス
ク
ラ
ッ
プ
（
新
し
い
能
率

的
な
も
の
に
建
て
直
す
た
め
、
非
能

率
的
な
組
織
や
設
備
を
廃
棄
す
る
こ

と
）
の
推
進
」、「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
（
市
民
へ
の
説
明
責
任
）
の
徹

底
」
を
基
本
的
な
経
営
方
針
と
し
て

き
ま
し
た
。

特
に「
第
一
次
霧
島
市
総
合
計
画
」

に
基
づ
く
７
つ
の
政
策
を
着
実
に
実

行
す
る
と
と
も
に
、
全
庁
横
断
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、行
政
資
源
の「
選

択
と
集
中
」
に
よ
り
、
優
先
的
に
進

め
る
こ
と
が
必
要
な
８
つ
の
重
点
施

策
を
掲
げ
、本
年
度
予
算
を
「
霧
島
・

元
気
な
ふ
る
さ
と
再
生
予
算
」
と
し

て
位
置
づ
け
、
厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
っ
て
も
市
独
自
の
施
策
を
積
極
的

に
推
進
す
る
予
算
編
成
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
平
成
20
年
度
一
般

会
計
当
初
予
算
の
総
額
を
４
９
９
億

３
千
万
円
と
し
、
平
成
19
年
度
と
比

較
し
て
６
億
８
千
万
円　

１
・
４
㌫

増
の
予
算
と
し
ま
し
た
。

特
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
（
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
で
き
る
環
境
）

整
備
事
業
な
ど
地
域
間
格
差
の
是
正

に
要
す
る
経
費
や
、
制
度
改
正
に
伴

う
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
）
に
関
す
る
経
費
な
ど
霧
島

市
経
営
健
全
化
計
画
で
想
定
し
て
い

な
い
新
た
な
経
費
が
生
じ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
同
計
画
と
比
較
し
約
16

億
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
約
23
億
円
も
の
一
般

財
源
が
不
足
す
る
こ
と
と
な
り
、
財

政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
で
対
応
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。　
　
　

今
後
も
「
将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
健
全
財
政
」
を
維
持
す
る
た
め
、

平
成
20
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
財
政
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

合
併
効
果
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、

中
山
間
地
域
の
格
差
是
正
な
ど
積
極
的
な
施
策
を
進
め
ま
す
。
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～霧島・元気なふるさと再生予算～

地方交付税
126億円
（25.2％）

市債
52億7,630万円

（10.6％）

国庫支出金
54億1,824万円

（10.9％）

県支出金
28億6,785万円

（5.8％）

使用料手数料
16億7,365万円
（3.4％）

義務的経費
282億5,199万円
（56.6％）

投資的経費
81億1,833万円
（16.3％）

その他の経費
135億5,968万円
（27.1％）

人件費
116億1,518万円
（23.3％）

普通建設事業費
79億5,520万円
（16.0％）

その他
2億3,542万円
（0.4％）

災害復旧事業費
1億6,313万円
（0.3％）

繰出金
31億8,231万円

（6.4％）

補助費等
32億9,242万円

（6.6％）

維持補修費
4億599万円
（0.8％）

物件費
64億4,354万円

（12.9％）
自主財源

211億7,296万円
（42.4％）

◎各会計予算規模

◎歳入の状況（一般会計）

平成20年度当初予算

公債費
85億8,925万円
（17.2％）

分担金負担金
6億6,934万円
（1.3％）

その他
10億1,813万円
（2.0％）

繰入金
23億297万円
（4.6％）

地方消費税
12億円
（2.4％）

地方譲与税
8億2,000万円

（1.6％）

その他
5億7,465万円

（1.1％）

依存財源
287億5,704万円
（57.6％）

一般会計歳入歳出総額499億3,000万円

市税
155億887万円
（31.1％）

扶助費
80億4,756万円
（16.1％）

民生費
140億3,169万円
（28.1%）

公債費
85億8,925万円
（17.2%）

総務費
66億9,667万円
（13.4%）

教育費
61億9,232万円
（12.4%）

土木費
59億1,146万円
（11.8%）

民生費
135億8,704万円
（27.6%）

公債費
85億8,931万円
（17.4%）

総務費
62億6,533万円
（12.7%）

教育費
68億1,060万円
（13.8%）

土木費
58億4,897万円
（11.9%）

消防費 15億7,974万円（3.2%）　農林水産業費 20億252万円（4.1%）　その他 15億3,163万円（3.1%）

地 方財政を取り巻く環境は、依然として厳しい状況にあ
り、地方分権の時代にふさわしい簡素で効率的な行

政システムを確立するために、徹底した行財政改革を推進
する必要があります。そのため、歳出の徹底した見直しによ
る経費抑制と自主財源の積極的な確保など、「選択と集中」
の考えのもと、効率的で持続可能な健全財政に努めます。
　平成 20 年度予算は、本市のまちづくりの指針となる「第
一次霧島市総合計画」に基づき編成し、一般会計予算額
を、499 億３千万円、前年度と比較し、６億８千万円、1.4%
増の予算としました。　

　特に地域間格差の是正や制度改正に伴う経費など「霧
島市経営健全化計画」で想定していない新たな経費が生
じたことなどにより、同計画と比較し、16 億円の増となりまし
た。一方、一般財源の不足額 23 億円は、財政調整基金（積
立金）の取り崩しで対応しました。
　今後、事業を行う上で必要な資金である市の借金（市債）
については、「霧島市経営健全化計画」に基づき、返す
お金（公債費）よりも新たに借りるお金（市債）を少なくす
るなどして借金残高を減らし、健全な財政運営に努めてい
きます。

◎歳出の目的別分類の状況（一般会計）

平成20年度
総額
499億3,000万円

平成19年度
総額
492億5,000万円

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500（億円）

区　　　　分 H20年度 H19年度 増　減　額 増減率
一 般 会 計 499億3,000万円 492億5,000万円 6億8,000万円 1.4%
国民健康保険特別会計 136億 291万円 129億 223万円 7億 68万円 5.4%
後期高齢者医療特別会計 11億8,321万円 0万円 11億8,321万円 皆増
老人保健医療特別会計 22億8,111万円 142億8,465万円 △120億 354万円 △84.0%
介 護 保 険 特 別 会 計 76億4,200万円 75億 770万円 1億3,430万円 1.8%
交通災害共済事業特別会計 3,197万円 3,167万円 30万円 0.9%
下 水 道 事 業 特 別 会 計 20億2,377万円 17億 717万円 3億1,660万円 18.5%
温 泉 供 給 特 別 会 計 7,960万円 8,981万円 △1,021万円 △11.4%

合　　　　　計 767億7,457万円 857億7,323万円 △89億9,866万円 △10.5%

区　　　　分 H20年度 H19年度 増　減　額 増減率
市 民 税 65億1,180万円 65億 980万円 200万円 0.0%
固 定 資 産 税 72億2,766万円 71億4,283万円 8,483万円 1.2%
軽 自 動 車 税 2億7,940万円 2億6,650万円 1,290万円 4.8%
市 た ば こ 税 7億4,000万円 7億4,000万円 0万円 0.0%
都 市 計 画 税 6億4,000万円 6億1,400万円 2,600万円 4.2%
そ の 他 1億1,001万円 1億1,058万円 △57万円 △0.5%

合　　　　　計 155億 887万円 153億8,371万円 1億2,516万円 0.8%

◎市税の内訳

◎市民一人あたりの予算（一般会計）

◎歳出の性質別分類の状況（一般会計）

土木費
46,061円

道路、公園、公営住宅の
整備などに

民生費
109,331円

児童、高齢者、障害者の
福祉推進などに

その他

公債費
66,925円

これまでの施設整備など
で借りたお金の返済に

11,238円

総務費
52,179円

総務管理、財産管理、企画
調整、地域振興、税務事務
などに

商業、観光の振興および
市議会運営、災害復旧な
どに

教育費
48,249円

学校の管理運営や施設整
備および生涯学習の推進
などに

農林水産業費
13,409円

農業、林業、畜産業、水
産業の振興などに

消防費
15,329円

消防活動や救急業務など
に

衛生費
26,321円

ごみ、し尿の処理や健康
増進事業などに

市民一人あたりの予算

389,042円

※�人口は平成20年2月1日 
現在の128,341人
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衛生費
33億
7,807万円
（6.8%）

衛生費
30億
3,486万円
（6.2%）

消防費 19億6,731万円（3.9%）　農林水産業費 17億2,088万円（3.4%）　その他 14億4,235万円（3.0%）
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市 の予算は、平成２０年度から【世界にひらく、人と自然・
歴史・文化がふれあう都市】を基本理念とする「第

一次霧島市総合計画」に基づいて編成されています。平
成２０年度は「快適で魅力あるまちづくり」や「活力ある産
業のまちづくり」など７つの政策に基づく各種事業に取り組
んでいきますが、特に、優先的に進めることが必要な８つの
重点施策について積極的に取り組んでいきます。

◎８つの重点施策
「１．生活基盤の充実」「２．交通体系の充実」
「３．子育て環境の充実」
「４．市民参加によるまちづくりの推進」
「５．農林水産業の振興」「６．商工業の振興」
「７．観光業の振興」「８．雇用の促進」

快適で魅力あるまちづくり たすけあい支えあうまちづくり 共生・協働のまちづくり
１ 生活基盤の充実 ２ 交通体系の充実 ３ 子育て環境の充実 ４ 市民参加によるまちづくりの推進

予算額：225,945 予算額：215,854 予算額：624,274 予算額：16,307
１．おじゃんせ霧島移住促進事業 21,376 １．地域公共交通計画策定事業 20,000 １．妊婦健康診査の公費負担の拡充 69,492 １．限界集落対策事業 307 
２．土地利用調整基本計画策定事業 34,069 ２．バス運行事業 195,854 ２．乳幼児医療費助成事業 189,277 ２．市民活動支援事業 5,000 
３．都市計画マスタープラン策定事業 12,000 ３．児童クラブ育成事業 77,476 ３．地区活性化事業 11,000 
４．コミュニティ広場整備事業 144,500 ４．とみくま児童クラブ整備事業 12,250 
５．（仮称）霧島中央公園基本構想 14,000 ５．子育て支援センター事業 46,565 

６．出生祝金 20,000 
７．保育対策等促進事業など 183,395 
８．ねんりんピック事業 21,819 
９．特定不妊治療費助成事業 4,000 

活力ある産業のまちづくり
５ 農林水産業の振興 ６ 商工業の振興 ７ 観光業の振興 ８ 雇用の促進

予算額：79,033 予算額：28,210 予算額：35,746 予算額：140,983
１．霧島茶ブランド化推進事業 59,363 １．商工会議所・商工会の育成 23,885 １．霧島大使設置事業 626 １．企業誘致推進事業 5,424 
２．農業後継者等育成就農支援事業 2,700 ２．霧島ふるさと誕生祭 4,325 ２．各種イベント事業 32,745 ２．立地企業支援事業 135,559 
３．集落営農育成活動支援事業 170 ３．スポーツ観光事業 2,375 
４．認定農業者農用地利用集積促進事業 9,000 
５．家畜導入及び保留補助事業 6,800 
６．市制３周年記念植樹祭事業 1,000 

そ　の　他　の　施　策
地域情報化の推進 学校教育の充実 信頼される行政経営の推進 その他

予算額：73,248 予算額：1,628,533 予算額：31,851 予算額：355,904
１．ブロードバンド環境整備事業 73,248 １．特別支援教育支援員配置事業 18,200 １．市民サービスセンター窓口事業 31,851 １．北消防署移転建設事業 310,064 

２．小・中学校施設整備事業 1,608,233 　　（パスポート発給事業含む） ２．循環型社会の形成 27,572 
３．霧島教育サポート事業 2,100 ３．霧島市民音楽の集い 1,550 

４．市議会映像インターネット配信事業 4,210 
５．市制３周年記念事業 12,508 

事　業　名 金 額

1　おじゃんせ霧島移住促進事業 21,376

2　土地利用調整基本計画策定事業 34,069

3　コミュニティバス等運行事業 215,854

4　限界集落対策事業 307

5　ブロードバンド環境整備事業 73,248

合　　計 344,854

◎霧島・元気なふるさと再生事業群

◎重点施策の主要事業

まちづくりの柱

（単位：千円）

（単位：千円）

区　　　分 18年度 19年度 20年度

市債借入額 79億2,410万円 57億7,080万円 52億7,630万円

公　債　費 83億 906万円 85億7,931万円 85億7,925万円

市 債 残 高 801億4,053万円 786億4,694万円 767億8,771万円

市債残高（健全化計画） 807億円 799億円 791億円

◎市債の状況
●年度毎の推移（一般会計）

※市債借入額、公債費は当初予算額
※市債残高の19年度、20年度は見込額

区　　　分 18年度 19年度 20年度

財政調整基金 48億7,479万円 43億7,463万円 21億1,304万円

減債基金 11億6,005万円 19億1,857万円 19億2,498万円

特定建設事業基金 12億5,989万円 12億6,522万円 12億7,218万円

その他特定目的基金 35億8,161万円 44億5,738万円 44億7,710万円

合　　計 108億7,634万円 120億1,580万円 97億8,730万円

◎基金残高の状況

※19年度、20年度は見込額

自主財源	 ：�市税、分担金および負担金、使用料および手数料など自主的に収
入ができる財源で、行政活動の自主性と安定性を確保できるかど
うかの尺度になるもの

依存財源	 ：�地方交付税、国庫支出金、県支出金など、国、県から定められたり、
割り当てられたりするもの

義務的経費	 ：�歳出のうち、その支出が義務付けられ、任意に削減できない経費で、
極めて硬直性の強い経費

人件費	 ：�職員給、議員報酬、各種委員報酬、退職手当負担金など
扶助費	 ：�生活保護法、児童福祉法、老人福祉法などに基づき支出する経費
公債費	 ：市債の元利償還金および一時借入金利子の合計額
投資的経費	 ：�支出の効果が資本形成に向けられ、道路建設や学校建設など将来

に残るものに支出される経費
普通建設事業費	：�道路、橋りょう、学校、庁舎など公共用または公用施設の新増設

などの建設事業に要する経費
物件費	 ：�消費的性質の経費で、賃金、旅費、交際費、需用費、役務費、備

品購入費、報償費、委託料、使用料および賃借料など
維持補修費	 ：�市が管理する公共用施設などの効用を保全するための経費
繰出金	 ：�一般会計と特別会計または特別会計相互間において支出される経費

【
用
語
解
説
】

年度毎の推移
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（億円）

中 山間地域の「短所を改善する」、「長所を活
い

かし、
地域の良さを市街地の住民にアピールする」、「可

能な限り定住を実現する」という３つの基本コンセプトに
基づき、中山間地域の政策課題を解決するために「霧
島・元気なふるさと再生事業群」として取り組んでいきま
す。 1  おじゃんせ霧島移住促進事業

I・J・Uターン者など移住希望者への情報提供など、移住・定住を促進します。

2  土地利用調整基本計画策定事業
農地の保全や景観を整備する方針を定め、農業振興や観光振興を図ります。

3  コミュニティバス等運行事業
公共交通機関を利用しにくい地域の交通手段の確保を図ります。

4  限界集落対策事業
人口減少対策として何ができるのか、限界集落対策委員会（仮称）を設置し、

検討します。

5  ブロードバンド環境整備事業
ブロードバンド未整備地域を解消し、住民の情報受発信手段を確保します。

短 所 の 改 善

長 所 の ア ピ ー ル

定 住 の 実 現

●年度毎の推移（一般会計）
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こ
の
制
度
は
行
政
が
行
っ
て
い
る

仕
事
の
中
で
、
皆
さ
ん
が
学
び
た
い

メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
、
市
職
員
が
講

師
と
な
っ
て
皆
さ
ん
の
元
へ
出
向
い

て
説
明
す
る
も
の
で
す
。

●
講
座
の
内
容

「
霧
島
市
出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
」

の
中
か
ら
お
選
び
く
だ
さ
い
。

●
利
用
で
き
る
か
た

市
内
に
在
住
ま
た
は
市
内
に
通
勤

通
学
さ
れ
て
い
る
か
た
の
10
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ
・
団
体
が
対
象
で
す
。

●
開
催
日
時
と
場
所

平
日
・
休
日
を
問
わ
ず
、
午
前
９

時
～
午
後
９
時
の
間
で
２
時
間
以
内

と
し
、
開
催
場
所
は
市
内
に
限
り
ま

す
。
た
だ
し
、
12
月
29
日
か
ら
１
月

３
日
ま
で
の
日
を
除
き
ま
す
。

●
会
場
の
手
配
は

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
催
し

に
職
員
を
派
遣
し
ま
す
の
で
、
会
場

の
手
配
や
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し
の
周
知
な
ど
に
つ
い

て
は
、
講
座
の
利
用
者
で
お
願
い
し

ま
す
。

◦
講
師
料
＝
無
料

◦�

申
し
込
み
＝
広
聴
グ
ル
ー
プ
ま
た

は
各
総
合
支
所
ほ
か
に
置
い
て
あ

る
申
込
用
紙
に
記
入
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報
広

聴
課
広
聴
グ
ル
ー
プ
（
内
線
１
６

２
１
）
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ

ル
ー
プ
（
内
線
５
１
０
４
）
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
グ

ル
ー
プ
・
隼
人
地
域
振
興
課

霧
島
市
出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー

№	

講
座
名

１	

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
講
座

２	

交
通
安
全
教
室

３	

防
災
講
座

４	

市
の
家
計
簿

５	

市
税
講
座

６	

こ
れ
か
ら
の
総
合
計
画
講
座

７	

国
際
交
流
講
座

８	

男
女
共
同
参
画
入
門
講
座

	

～
み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い
い
～

９	

見
過
ご
さ
な
い
ぞ
！
Ｄ
Ｖ
講
座

10	

ス
ト
ッ
プ
！
セ
ク
ハ
ラ
講
座

11	

定
住
移
住
講
座

12	

行
政
改
革
講
座

13	

指
定
管
理
者
制
度
講
座

14	

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
市
民
団
体
活
動
支
援
講
座

15	

地
域
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
講
座

16	

霧
島
市
の
地
域
情
報
化
講
座

17	

統
計
講
座

18	

廃
棄
物
講
座

19	

ご
み
の
分
別
収
集
・
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

20	

生
活
排
水
対
策
講
座

21	
�

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
、
国
民
年
金
講
座

22	

子
育
て
講
座

このまちが好きだから
このまちを
みんなで創

つく

っていきたい
鹿児島県内で初めてのマニフェスト検証大会
「見もんそ　語いもんそ　きりっま通信簿」

市
政
2
年
間
の
霧
島
市
長
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
実
現
に
対
す
る
成
果
と
進し
ん

捗ち
ょ
く

状
況
を
検
証
す
る
「
見
も
ん
そ　

語
い
も
ん
そ　

き
り
っ
ま
通
信
簿　

�

霧
島
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
検
証
大

会
」が
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の

多
目
的
ホ
ー
ル
で
２
月
22
日
に
あ
り
、

市
民
や
議
員
、市
職
員
な
ど
約
２
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」と
は
政
権
公

約
の
こ
と
で
、地
方
版
政
権
公
約
を

ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
言
い

ま
す
。

鹿
児
島
県
内
初
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
検
証
大
会

こ
の
大
会
を
主
催
し
た
霧
島
市
ま

ち
づ
く
り
青
年
協
議
会
は
、霧
島
市

長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
検
証
大
会
実
行
委

員
会
（
実
行
委
員
長　

森
山
知
己
さ

ん
）を
組
織
し
て
、こ
の
検
証
大
会
を

通
じ
市
民
に
も
っ
と
市
政
の
こ
と
に

関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
開
催
し
ま

し
た
。同
協
議
会
は
平
成
17
年
の
霧

島
市
初
の
市
長
選
挙
の
と
き
に
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
討
論
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。当
選
し
た
市
長
は
、そ
の
時
の

市
民
と
の
約
束
を
定
期
的
に
確
認
し
、

市
民
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
し

て
鹿
児
島
県
内
初
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

検
証
大
会
を
実
現
さ
せ
た
の
で
す
。

検
証
し
た
の
は
「
行
財
政
改
革
」

「
子
育
て
」「
環
境
」「
観
光
」の
４
項
目

c
i

v
i

c
 

n
e

w
s

23	

高
齢
障
害
福
祉
・
介
護
保
険
講
座

24	

認
知
症
講
座

25	
�

老
人
ホ
ー
ム
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
っ
て
何
、
講
座

26	

う
つ
対
策
講
座

27	

介
護
予
防
講
座

28	

い
き
い
き
健
康
講
座

29	

歯
科
保
健
講
座

30	

観
光
基
本
計
画
講
座

31	

森
林
セ
ラ
ピ
ー
講
座

32	

市
内
観
光
講
座

33	

登
山
講
座

34	

悪
質
商
法
に
対
す
る
対
処
法
講
座

35	

農
林
業
講
座

36	

食
育
と
地
産
地
消
講
座

37	

道
路
整
備
講
座

38	

安
心･

安
全
な
住
ま
い
づ
く
り
講
座

39	

都
市
計
画
講
座

40	

公
園
整
備
講
座

41	

下
水
道
講
座

42	

議
会
の
仕
組
み
講
座

43	

な
く
そ
う
、
い
じ
め
講
座

44	

小
中
高
生
の
発
達
と
心
の
教
育
講
座

45	

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
講
座

46	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

47	

人
権
教
育
講
座

48	

き
り
し
ま
の
社
会
教
育
講
座

49	

歴
史
文
化
講
座

50	

夜
空
観
測
講
座

51	

自
然
・
地
形
講
座

52	

水
道
の
し
く
み
講
座

53	

応
急
手
当
講
座（
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
）

54	

防
火
講
座

着々と進む市のプロジェクト

CIVIC NEWS

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
を
す
る
消
防
署
員

ご注文は何にしますか

霧島市出前講座
スタート

霧島市では出前講座を開設します。

で
、実
行
委
員
会
担
当
者
が
市
役
所

の
担
当
課
に
実
施
方
針
・
達
成
目
標

の
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
り
、議
員

や
市
民
、市
職
員
な
ど
約
１
、０
０
０

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
り
し
て
採

点
を
し
ま
し
た
。会
場
で
は
実
行
委

員
の
担
当
者
が
項
目
ご
と
に
施
策
の

達
成
具
合
と
市
長
の
自
己
評
価
の
点

数
を
紹
介
し
た
上
で
、市
民
の
立
場

か
ら
み
た
評
価
で
き
る
点
や
課
題
を

述
べ
点
数
を
発
表
。ま
た
ロ
ー
カ
ル
・

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

九
州
の
神か
ん

吉き

信
之
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
実
行
委
員
と
市
長

の
間
に
入
っ
て
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。両

者
の
評
価
の
差
が
も
っ
と
も
大

き
か
っ
た
の
は
「
行
財
政
改
革
」で

市
長
が
80
点
と
高
く
評
価
し
た
の
に

対
し
、実
行
委
員
側
は
58
点
で
し
た
。

ま
た
実
行
委
員
が
も
っ
と
も
高
く
評

価
し
た
項
目
は
生
活
環
境
美
化
条
例

制
定
な
ど
を
し
た
「
環
境
」の
項
目

61
点
で
し
た
。

開
か
れ
た
市
政
の
た
め
に
も

市
民
の
力
を

前
田
市
長
は
「
若
い
皆
さ
ん
が
ま

ち
の
こ
と
を
考
え
て
取
り
組
ん
で
く

れ
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。今
回
、ご
指
摘
い
た
だ
い
た

こ
と
を
真し
ん

摯し

に
受
け
止
め
て
市
政
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」と
今
後

も
開
か
れ
た
市
政
運
営
に
目
を
向
け

て
い
ま
し
た
。

霧
島
市
ま
ち
づ
く
り
青
年
協
議
会

は
、霧
島
青
年
会
議
所
、霧
島
商
工
会

議
所
青
年
部
、霧
島
市
商
工
会
青
年

部
の
部
員
や
そ
の
所
属
団
体
Ｏ
Ｂ
有

志
で
結
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。会
長

の
三
宅
哲
弘
さ
ん
は
「
実
行
委
員
の

み
ん
な
は
短
期
間
で
よ
く
頑
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
。鹿
児
島
県
内
で
初
め

て
と
い
う
こ
と
で
「
何
の
た
め
に
す

る
の
か
」と
い
う
こ
と
か
ら
勉
強
し
、

ほ
か
の
自
治
体
の
検
証
大
会
を
視
察

に
も
行
き
ま
し
た
。こ
の
大
会
が
市

民
と
市
長
、行
政
が
つ
な
が
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

３
月
24
日
に
は
市
長
を
交
え
て
反

省
会
を
行
い
、時
間
的
制
約
の
た
め

に
掘
り
下
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ

や
互
い
の
認
識
の
違
い
や
理
解
不
足

な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。検
証
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
今

後
も
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が

あ
っ
た
の
で
市
が
一
体
と
な
れ
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

市民が市政を考えるきっかけに

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2008.4, Japan



図書館だより▶▶▶

◎はやとすずかけ号（移動図書館日程表）

◎公民館・共同利用施設は配本のみ
◎問い合わせ先：隼人図書館　☎ 43－7574

※上記の巡回日程は、都合により変更することがありますので、ご了承ください。
◎問い合わせ先：国分図書館　☎ 64－0918（直通）

場所日時 宮内地区公民館 小 浜 小 学 校 新 川 団 地
5月14日（水) 10：45 〜 10：55 13：05 〜 13：50 14：20 〜 14：506月10日（火)

場所日時 冨隈地区公民館 万 膳 小 学 校 湯の里団地 三 田 坪
5月15日（木) 10：40 〜 10：50 13：10 〜 13：40 14：25 〜 14：45 14：55 〜 15：306月11日（水)

場所日時 松永地区公民館 中福良小学校 中福良地区公民館 春光園 吉 田 温 泉
5月21日（水) 10：30 〜 10：40 13：20 〜 13：50 14：00 〜 14：10 14：35 〜 14：55 15：05 〜 15：356月18日（水)

場所日時 姫城地区公民館 安 良 小 学 校 姫城地区公民館横
5月22日（木) 10：50 〜 11：00 13：15 〜 14：00 15：00 〜 15：206月19日（木)

場所日時 日当山地区公民館 竹 子 小 学 校 空港南タウン 天降川団地
5月23日（金) 11：00 〜 11：10 13：15 〜 14：00 14：30 〜 15：00 15：30 〜 16：006月20日（金)

場所日時 天降川地区共同利用施設 佐 々 木 小 学 校 橋之口 宇 都 団 地
5月27日（火) 10：50 〜 11：00 13：15 〜 14：00 14：50 〜 15：10 15：20 〜 15：506月24日（火)

場所日時 小浜地区公民館 中 津 川 小 学 校 安楽消防分団駐車場
5月28日（水) 10：50 〜 11：00 13：05 〜 13：50 14：05 〜 14：356月25日（水)

場所日時 小野地区公民館 三 体 小 学 校 東郷団地
5月29日（木) 10：50 〜 11：00 13：15 〜 14：00 15：40 〜 16：206月26日（木)

◎しろやま号（移動図書館日程表）
駐　車　場　と　時　間

月 日曜 9：50～10：10 10：15～10：35 10：40～11：00 11：05～11：25 14：20～14：40 14：45～15：05 15：10～15：30 15：35～16：00

５

月

7 水 自衛隊福島官舎広瀬特貸宿舎10:20～10:40
ニュー福島団地
10:50～11:10

国分南ニュータウン
11:15～11:35 ﾛｲﾔﾙｼﾃｨ新町 奈良田団地

14:50～15:10
郡田ゆうゆうタウン

15:25～15:45
宮ノ前ニュータウン

15:50～16:10
8 木 検校橋団地 下井公民館前 西山下団地 大野原団地

11:10～11:30 四方田団地 宮下団地 夕日ヶ丘団地
（国分） 名波ハイタウン

9 金 鹿児島銀行
国分マンション

サンコーポラス
国分重久 新清水団地 片平・三郷 グリーンヒル郡田 つつじヶ丘

ニュータウン
天神台団地
15:15～15:30 重久団地

13 火 清水橋（姫城消
防詰所近く）

夢ヶ丘ニュータウン
10:20～10:40

サンヒルズ重久
10:45～11:05 敷根消防詰所横 川内団地

14:50～15:10
上井団地
15:15～15:30

城山団地
15:45～16:05

14 水 福島尾籠商店前 松木公民館 野口西高城
10:50～11:10 国分南小学校　（13：00～13：50）

15 木 敷根新馬場 広瀬後町通 国分北小学校　（13：10～14：00）

16 金 青 葉 小 学 校　（13：10～14：00）

20 火 持 松 小 学 校　（10：20〜11：00） 上小川小学校　（13：10～14：00）

21 水 木原小・中学校　（10：10〜11：30） 霧 島 小 学 校　（13：10～14：00）

22 木 平 山 小 学 校　（10：30〜11：30） 国 分 小 学 校　（13：10～14：00）

23 金 塚 脇 小 学 校　（10：20〜11：30） 国分西小学校　（13：10～14：00）

27 火 大塚団地
9:50～10:20

須戸川団地
10:50～11:10

福山小学校
（13：10 ～ 14：00）

大廻地区公民館
（14：20 ～ 14：40）

28 水 川 原 小 学 校　（10：45〜11：30） 永 水 小 学 校　（13：10～14：00）

30 金 配本（さくら保育園･浄光保育園･国分西保育園･東国分保
育園･下井保育園･敷根保育園･いずみ理容･ひかり保育園） 向 花 小 学 校　（13：10～14：00）

国
分
図
書
館

り
ん
ご
の
木
お
は
な
し
会

「
幼
児
と
小
学
生
の
た
め
の
お
は
な

し
の
部
屋
」

◦�

日
時
＝
５
月
３
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分
～
11
時
15
分

「
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
た
め
の

お
は
な
し
の
部
屋
」

◦�

日
時
＝
５
月
５
日（
月
）午
前
10
時

30
分
～
11
時

ほ
る
と
の
森
お
は
な
し
会

「
お
は
な
し
会
」

◦�

日
時
＝
５
月
10
・
24
日（
土
）午
後

２
時
～
２
時
30
分

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
図
書
館
☎

（
64
）
０
９
１
８

自
主
講
座
の
開
催

●�

お
は
な
し
入
門
講
座
＝
む
か
し
話

な
ど
を
実
践
を
交
え
な
が
ら
学
ぶ

◦�

日
時
＝
５
月
～
３
月
（
計
９
回
）、

第
２
月
曜
日
、
午
前
10
時
～
12
時

◦
場
所
＝
国
分
公
民
館
和
室

◦
定
員
＝
15
人（
託
児
あ
り
要
予
約
）

◦�

参
加
費
＝
１
回
５
０
０
円
、
別
途

託
児
料
金

●�

こ
ど
も
の
本
と
お
は
な
し
サ
ー
ク

ル
＝
年
齢
や
発
達
に
合
わ
せ
た
絵

本･

児
童
書
の
選
び
方
な
ど

◦�

日
時
＝
５
月
～
２
月
（
計
10
回
）、

第
３
月
曜
日
、
午
前
10
時
～
12
時

◦
場
所
＝
国
分
公
民
館
会
議
室

◦
定
員
＝
50
人（
託
児
あ
り
要
予
約
）

◦
参
加
費
＝
年
会
費
２
、５
０
０
円

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
り
ん
ご

の
木
お
は
な
し
会
事
務
局（
福
迫
）

☎（
45
）５
４
３
４

隼
人
図
書
館

え
ほ
ん
と
わ
ら
べ
う
た
の
会

◦�

日
時
＝
６
月
５
日
、
12
日
、
19
日

（
木
）
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分
◦�

場
所
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
会
議
室

◦�

対
象
＝
親
子
（
３
歳
児
対
象
）
20

組　

※
申
し
込
み
必
要

◦
講
師
＝
細
川
真
弓
氏

お
は
な
し
の
部
屋

◦�

日
時
＝
５
月
１
日
（
木
）
午
後
４

時
～
４
時
30
分
（
幼
児
対
象
）、５

月
２
日
（
金
）
午
前
11
時
～
11
時

30
分
（
赤
ち
ゃ
ん
対
象
）、５
月
18

日
（
日
）
午
前
11
時
～
11
時
30
分

（
幼
児
・
小
学
生
対
象
）

◦�

場
所
＝
隼
人
図
書
館
２
階

子
ど
も
映
画
教
室

◦�

日
時
＝
５
月
25
日（
日
）午
前
10
時

～
11
時
30
分

●�

上
映
作
品
＝
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な

し
（
浦
島
太
郎
ほ
か
）、世
界
名
作

劇
場
（
ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス
）

◦
場
所
＝
図
書
館
２
階

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
図
書
館
☎

（
43
）
７
５
７
４

霧
島
市
で
は
、
平
成
20
年
４
月
１

日
に
、
効
果
的
で
効
率
的
な
組
織
の

構
築
を
目
指
し
て
、
組
織
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
、
市
の
組
織
は
18

部
１
０
０
課
２
３
６
グ
ル
ー
プ
な
ど

に
な
り
ま
し
た
。（
11
係
等
削
減
）

改
正
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

グ
ル
ー
プ
制
の
導
入

こ
れ
ま
で
本
庁
の
一
部
の
課
と
全

総
合
支
所
に
導
入
し
て
い
た
グ
ル
ー

プ
制
を
、
消
防
局
や
一
部
の
出
先
機

関
な
ど
を
除
く
す
べ
て
の
課
に
導
入

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
今
ま
で
の
係
制
に
変
わ
る

も
の
で
、
定
員
適
正
化
に
よ
り
職
員

の
減
少
が
進
む
中
で
、
少
な
い
職
員

で
効
率
的
・
効
果
的
に
業
務
を
行
う

た
め
に
、
係
の
枠
を
取
払
い
、
課
全

体
で
業
務
を
行
う
た
め
に
導
入
し
た

も
の
で
す
。

課
・
グ
ル
ー
プ
等
の
新
設
・
再
編

収
納
課
の
収
納
対
策
室
を
廃
止
し
、

滞
納
処
分
を
行
う
部
署
と
し
て
新
た

に
収
納
第
３
グ
ル
ー
プ（
以
下「
Ｇ
」）

を
設
置
し
ま
し
た
。

医
療
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い
、

保
険
年
金
課
の
老
人
医
療
係
の
名
称

を
後
期
高
齢
者
医
療
Ｇ
に
変
更
し
ま

し
た
。

市
立
病
院
管
理
課
を
廃
止
し
、
健

康
増
進
課
内
に
市
立
病
院
管
理
Ｇ
を

配
置
し
ま
し
た
。

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
の
業
務

管
理
改
善
Ｇ
と
地
域
振
興
Ｇ
を
、
地

域
振
興
Ｇ
に
再
編
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
各
出
張
所
教
育
振
興

課
の
総
務
Ｇ
と
教
育
Ｇ
を
、
教
育
Ｇ

に
再
編
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
の
再
編
、

名
称
の
変
更
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
先=

行
政
改
革
推

進
課
☎（
64
）０
９
５
２

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
情
報

60
歳
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン
講
座
受

講
者
募
集

◦�

日
時
＝
５
月
20
日（
火
）～
21
日

（
水
）午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分

◦�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

◦�

内
容
＝
シ
ニ
ア
向
け
の
パ
ソ
コ
ン

の
設
定
、
マ
ウ
ス
操
作
な
ど
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
を
ゆ
っ
く
り
学
べ
る

コ
ー
ス
で
す
。

◦
定
員
＝
20
人（
60
歳
以
上
の
か
た
）

◦
受
講
料
＝
１
、０
０
０
円

◎�

申
込
方
法
＝
記
入
例
を
参
考
に
往

復
は
が
き
で
申
し
込
む
。

◦�

申
込
締
切
＝
５
月
８
日（
木
）必
着

◦�

受
講
決
定
＝
締
切
日
以
降
に
は
が

き
で
連
絡
し
ま
す
。（
定
員
超
過
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

春
の
映
画
祭

◦�

作
品
＝
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン

マ
ン　

シ
ャ
ボ
ン
玉
の
プ
ル
ン
」

（
73
分
）

◦�

日
時
＝
５
月
11
日（
日
）

　

２
回
上
映

午
前
10
時
上
映（
９
時
30
分
開
場
）

午
後
２
時
上
映（
１
時
30
分
開
場
）

※
予
約
必
要
な
し
（
無
料
）

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

２
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

な
つ
か
し
の
映
画
を
観
る
会

５
月
は「
日
本
の
名
作
無
声
映
画
」

特
集
で
す
。

◦�

日
時
＝
毎
週
木
曜
日　

午
後
１
時

30
分
～　

※
予
約
必
要
な
し
（
無

料
）

◦�
場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
鑑
賞

室
土
曜
子
ど
も
映
画
会

◦�

作
品
＝
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
」（
24

分
）

◦�

日
時
＝
５
月
24
日（
土
）　

午
前
10

時
～　

※
予
約
必
要
な
し（
無
料
）

◦�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
鑑
賞

室
◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
☎（
64
）０
９
１
９

〒899-4394

国
分
中
央
三
丁
目
四
五–

一

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

この面は
何も記入しない往

信
面

ご
自
宅
住
所

ご
自
分
の
氏
名

返
信
面

60歳から始める
パソコン講座
受講希望

住所 〒899-○○○○
霧島市○○○○○○○
氏名
年齢
性別
電話番号

〈記入例〉

〒

変
わ
り
ま
し
た

霧島市の組織が
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平
成
20
年
度
の
は
り
・
き
ゅ
う
、
温
泉

保
養
券
を
下
記
の
日
程
で
交
付
し
ま
す
の

で
、
指
定
の
場
所
で
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
都
合
の
悪
い
か
た
は
４
月
21

日
（
月
）
以
降
に
高
齢
・
障
害
福
祉
課
ま

た
は
隼
人
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
の
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

※�

自
治
会
配
布
の
時
に
は
窓
口
で
の
配
布

は
で
き
ま
せ
ん
。

【
対
象
者
】

①�

霧
島
市
に
住
所
を
有
す
る
70
歳
以
上
の

か
た
＝
今
回
の
該
当
者
は
昭
和
13
年
５

月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
す
。

昭
和
13
年
６
月
１
日
か
ら
昭
和
14
年
３

月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
は
、
誕

生
月
以
降
に
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

②�

霧
島
市
に
住
所
を
有
す
る
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
保
健
福

祉
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
＝
障
害
等
級

に
関
わ
ら
ず
交
付
し
ま
す
。

※�

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た

は
、
誕
生
月
に
関
係
な
く
交
付
し
ま
す
。

【
助
成
額
】

●�

温
泉
保
養
券
（
１
冊
12
枚
）
＝
入
浴
１

回
に
つ
き
１
５
０
円
（
１
枚
）、
１
日

保
養
の
場
合
は
１
回
に
つ
き
９
０
０
円

（
６
枚
）
助
成
。

●�

は
り
・
き
ゅ
う
受
診
券
（
１
冊
12
枚
）

＝
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
受
け
た
場
合
、
１
回
に
つ
き
５
０

０
円
（
１
枚
）
助
成
。

※�

５
月
以
降
に
70
歳
に
な
ら
れ
る
か
た

（
手
帳
所
持
者
は
除
く
）
は
、
誕
生
日

の
属
す
る
月
か
ら
平
成
21
年
３
月
ま
で

の
月
数
に
相
当
す
る
枚
数
を
配
布
し
ま

す
。

【
持
っ
て
く
る
も
の
】

・�

印
鑑
：
対
象
者
本
人
の
も
の
（
認
印
で

可
）。
夫
婦
は
同
じ
印
鑑
で
結
構
で
す

が
、
そ
れ
以
外
は
同
世
帯
で
も
別
々
の

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

代
理
受
領
の
場
合
も
対
象
者
本
人
の
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・�

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
保
健
福
祉
手
帳
（
70
歳
以
上
は
不

要
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
高
齢
・
障
害
福
祉
課

高
齢
者
福
祉
係
☎（
64
）０
９
９
５
、
隼

人
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課

は
り・き
ゅ
う
、

温
泉
保
養
券
を

交
付
し
ま
す

期日 場所 時間 自治会名 場所 時間 自治会名

5/7 
（水）

東その山
公民館 9：30 ～ 10：30

剣之宇都・岩戸・道場口・妻屋・止上・重久・
重久団地（1～3）・岩戸温泉ニュータウン・重
久宿舎・岩戸ニュータウン・サンヒルズ重久

清水公民館 13：30 ～ 15：30 玄亀庵・羽坂・清水本町・新田・安田口・牟
田・寺馬場・清水東・豊北・三郷・弟子丸・清
水団地・新清水団地・小畑・毛梨野・芦谷・馴
松・片平・小畑東・新泉・中台・清水橋春山公民館 10：45 ～ 11：00 春山 毛梨野公民館 15：45 ～ 16：00

重久牧内公民館 10：45 ～ 11：00 重久牧内 芦谷公民館 16：10 ～ 16：25

川原公民館 10：00 ～ 11：00 立川・中市・萩之元・河内・上薄木・下薄木・
河内第１

本戸公民館 13：30 ～ 14：00 前本戸・後本戸・真谷

木原公民館 15：00 ～ 15：30
上木原・中木原・浮塚・牧内・高松・松ヶ野・
黒石松ヶ野公民館 15：45 ～ 16：00

黒石公民館 16：15 ～ 16：30

5/8 
（木）

福島地区コミュニテ 
ィセンター併用施設 9：30 ～ 11：30 福島（1～8） 松木公民館 13：30 ～ 14：30 越倉・松木西・松木元・松木中

上小川公民館 9：30 ～ 11：30
前馬場（1～3）・後馬場東・後馬場西・下村
東・下村西・神田東・神田西・山下（1～3）・
園田・園田団地・宮下団地・迫田（1・2）

郡山公民館 15：00 ～ 16：00
宇都良・永田・辻・辻松山・台明寺・天神台・
グリーンヒル郡田・宮ノ前・ゆうゆうタウン・
つつじヶ丘・青葉ニュータウン・久保田・久保
田西・夢ヶ丘・山元・青葉南

姫城公民館
（国分） 13：30 ～ 14：30 阿多石・竹下・平岡・田辺

野口公民館 15：00 ～ 16：00 野口東・野口西（1・2）・野口南・野口北・野
口団地野口公民館西集会所 16：10 ～ 16：40

5/9 
（金）

上井公民館 9：00 ～ 10：30 一条・垂元・美の前・内門・黒塚・星隈・岩
崎・向川原・永迫・上井団地・梅ヶ谷・花建 府中公民館 13：30 ～ 14：30 府中前東・府中前西・府中東・府中中・府中中

南・府中朝日・府中昭和

新町公民館 9：30 ～ 10：30 新町（1～8） 向花地区コミュ
ニティセンター 15：00 ～ 16：00 向花向江・向花東・向花平田・向花中・向花

西・奈良田団地

広瀬公民館 9：30 ～ 11：30 広瀬（1～7・11～15）・須戸川団地 湊公民館 13：30 ～ 14：30 奈敷（1・2）・出口・中福良南・中福良北・新
地東・新地西・拝田東・拝田西・羽白

児童体育館 13：30 ～ 15：30 広瀬（８～10・16～24）・西山下団地・大野原
団地（1・2）

下井公民館 15：00 ～ 16：30
東今村・検校川・西今村・東上新・西上新・東
前田・西前田・東下新・西下新・東内の丸・西
内の丸・上花園・花園・銅田川内公民館 10：45 ～ 11：30

芦原東・芦原西・高日山・上川内東・上川内
西・見帰・鎮守尾・口輪野・川内団地・神崎・
下川内上・下川内下

5/12 
（月）

敷根公民館 9：30 ～ 11：30
浜馬場・松山・検校橋団地・西浜馬場・西馬
場・赤川・町門・東黒潮・新馬場・大王・島馬
場・門倉・阿御前・大田・一心・高橋・脇元・
上前・忍・南西上

平山公民館 14：00 ～ 15：00
内野々・渡瀬・平山・神子落・野坂・野平・仁
田原・長谷・口輪野

口輪野公民館 15：30 ～ 16：00

上之段公民館 13：30 ～ 14：30 上之段・木場・深迫・平下・朴木・丸尾・後川
内

永山公民館 14：40 ～ 15：00 永山

塚脇公民館 15：10 ～ 15：40 塚脇

5/13 
（火）

総合福祉
センター

趣味センター前
10：00 ～ 11：30

名波（1～6）・東戸崎団地・宇都・鐘突・東上・
愛宕・夕日ヶ丘・中之馬場・東中・東中団地・
東馬場・車田・上車田・東下・下中之馬場・唐
仁東（1・2）・唐仁中・唐仁西・唐仁団地・まい
づる・四方田団地・城山・中車田・名波ハイタ
ウン（1～7）・県営名波ハイタウン

総合福祉
センター

趣味センター前
14：00 ～ 16：00

竪馬場・旭通り・中立・下立・東町・仲町・秋
葉通り（1・2）・西町・西上・鳥越・御里・
西中・国分西馬場・駅前・西下・西下東・道場
下・川跡南（1～3）・川跡上・川跡西・川跡
東・川跡中・福島団地

国分

期日 場所 時間 自治会名 場所 時間 自治会名
5/7 

（水）
三体校区
公民館 9：00 ～ 11：00 三体１～４区 万膳校区

公民館 14：00 ～ 16：30 万膳１～５区

5/8 
（木）

中津川
校区公民館 9：00 ～ 11：00 中津川１～８区（井田水） 持松校区

公民館 13：30 ～ 16：30 持松１～４区

5/9 
（金）

高千穂校区
公民館 9：00 ～ 11：00 高千穂１～８区（母ヶ野・栗川・八長台） 牧園総合支所

市民福祉課 13：00 ～ 17：00 牧園１～ 10 区（福寿）

牧園

期日 場所 時間 自治会名 場所 時間 自治会名

5/7 
（水）

天降川共同利用
施設 8：50 ～ 9：50 天降川・天降川団地・木之房１・２・川原団地・

木之房団地・県営天降川団地 小田東公民館 13：30 ～ 14：30 東前・東後・溝上・中央１

埓上公民館 9：00 ～ 9：30 加納内上・埓上・里上・小浜団地・小牧
隼人姫城地区

公民館 13：30 ～ 16：00
中城上・中城中・中城下・諏訪・姫城団地・中
姫城東・中姫城西・稲成田・平岡団地・大鳥・
新七・温泉東・温泉西・温泉南・西瓜川原・新
姫城団地・山野東・山野中・山野北小浜地区公民館 9：50 ～ 10：50 長浜・加納内下・埓下・里下・馬場

日当山地区公民館 10：10 ～ 11：40 東林寺・しゅじゅどん・中須東・中須西・東馬場・
橋之口・湯之元１・２・東郷団地 小野地区公民館 14：50 ～ 15：30 中央２・小田中福良・小田西

人権啓発センター 11：10 ～ 11：30 真孝西１～６ 野久美田公民館 15：50 ～ 16：30 野久美田１・２・清水

5/8 
（木）

真孝公民館 9：00 ～ 11：30 真孝１～ 17 本町公民館 13：30 ～ 14：40 本町１～４・松山１～４

表木山公民館 8:45 ～ 9：00 表木山
新溝公民館 13：30 ～ 14：50 高江・鼻切・高畑・新高畑・新溝・山下・グリー

ンタウン迫間公民館 9：15 ～ 9：30 迫間

中福良公民館 9：45 ～ 10：00 暮幸・井手上・立神・下中福良・中中福良 浜之市ふれあいセンター 15：00 ～ 15：40 納屋１～６・浜之市団地

中福良地区公民館 10：15 ～ 10：45 餅田上・餅田下・堂地東・堂地西・郡山・中初場・
中牟田・坂下 日当山春光園 15：10 ～ 16：00 春光園・松元・鳥越・牟田・湯田・日当山団地

妙見消防車庫 11：00 ～ 11：20 妙見・安楽・内無 川尻公民館 15：00 ～ 16：40 川尻東・川尻西・川尻北

5/9 
（金）

新川公民館 8：30 ～ 9：50 新川１～９ 隼人塚団地公民館 13：30 ～ 14：10 隼人塚団地

糸走公民館 9：00 ～ 9：20 糸走 下小鹿野公民館 13：30 ～ 14：10 上小鹿野・下小鹿野

西光寺公民館 9：40 ～ 10：00 西光寺 宮西公民館 14：30 ～ 15：00 宮西・宇都山・神宮台・朝日団地

宇都公民館 10：20 ～ 11：20 花山・宇都・湯の里団地・医療センター・武安 松永地区公民館 14：30 ～ 16：00 下平・津曲・平熊・三田坪・みゆき苑・ケアハ
ウスみゆき苑・グループホーム隼人

住吉公民館 10：10 ～ 11：40 住吉１～ 18・住吉団地
朝日公民館 15：20 ～ 15：40 朝日

上野公民館 16：00 ～ 16：20 上野・ファナック寮

5/12
（月） 宮内地区公民館 8：50 ～ 11：30

大津・宮下・窪町・堀之内・沢馬場 1・2・大津団地・
中道・中道１東・中道１西・中道２・野崎新和
会・息長・御前馬場東・御前馬場西・内山田団地・
第２内山田団地・テクノセンター・ライベクスト・
雇用促進住宅

隼人庁舎
隼人福祉課 13：00 ～ 17：00

田方団地・ひまわり団地・県営小田団地・原・
見次１～８・駅前１～５・菩提寺・菩提寺東・
菩提寺団地・第２菩提寺団地・セジュール孝元・
ドラゴン

期日 場所 時間 自治会名 場所 時間 自治会名

5/7 
（水） 小廻地区公民館 10：30 ～ 11：30 小廻

大廻地区公民館 13：30 ～ 14：30 上大廻・中大廻・磯脇・磯新堀

福山総合支所市民福祉課 15：00 ～ 17：00 浦町・麓・南園

5/8 
（木）

西牧之原地区公民館 9：00 ～ 10：00 西牧之原 佳例川地区公民館 13：30 ～ 14：30 割子田・前川内・池田・柴建

東牧之原地区公民館 10：30 ～ 11：30 東牧之原・平野 下牧之原地区公民館 15：30 ～ 16：30 下牧・前牧・新牧・花建原・福原

5/9 
（金）

新原公民館 9：15 ～ 10：00 新原 池之谷公民館 13：30 ～ 14：30 池ノ谷・旭ヶ丘・堀之頭・国師・砂走

川路原公民館 10：30 ～ 11：15 川路原 福地地区公民館 15：15 ～ 16：00 福地

5/12 
（月）

六村公民館 9：00 ～ 10：00 内場・辰伴・牧野・牧野中・立元・六村
牧之原支所 13：30 ～ 16：30 全自治会

比曽木野地区公民館 10：30 ～ 11：30 比曽木野

隼人

福山

期日 場所 時間 場所 時間
5/7 

（水） 下有川公民館 8：30 ～ 11：30 有川地区集会施設 13：30 ～ 16：30

5/8 
（木）

竹子集会
センター 8：30 ～ 11：30 ふれあい

温泉センター 13：30 ～ 16：30

5/9 
（金） 石峯自治公民館 8：30 ～ 11：30 玉利自治公民館 13：30 ～ 16：30

5/12 
（月） 崎森地区公民館 8：30 ～ 11：30 溝辺総合支所

市民福祉課 13：00 ～ 16：30

5/13 
（火）

溝辺総合支所
市民福祉課 8：30 ～ 12：00 溝辺総合支所

市民福祉課 13：00 ～ 16：30

期日 場所 時間 場所 時間
5/7 

（水） 永水地区公民館 9：30 ～ 11：00 田口地区公民館 14：00 ～ 16：00

5/8 
（木） 緑の村 9：30 ～ 11：00 多目的集会センター 14：00 ～ 15：30

5/9 
（金）

霧島保健福祉
センター 9：30 ～ 11：30 霧島総合支所

1 階和室 14：00 ～ 17：00

期日 場所 時間 場所 時間

5/7 
（水）

紫尾田活性化センター 9：00 ～ 10：00 横川総合支所
市民福祉課 13：00 ～

赤水消防拠点施設 10：30 ～ 11：30

溝辺 ※全自治会対象（最寄りの会場で受領してください） 霧島 ※全自治会対象（最寄りの会場で受領してください）

横川 ※全自治会対象（最寄りの会場で受領してください）
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犬の登録と狂犬病予防注射
平成20年度狂犬病予防注射の集合注射を実施しますので、手数料と案内のはがきをご持参
の上、原則として居住される地区の集合注射会場までお越しください。
※雨天決行

◎問い合わせ先＝環境衛生課 ☎（64）0950、隼人市民課、各総合支所市民福祉課　◎関係機関＝姶良保健所衛生・環境課 ☎（44）7800

【注射手数料】3,000円  ※ただし、新規登録をされる場合は別途 3,000 円が必要です。

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
15
日（
木
）

みどり団地 9：00 〜 9：10

５
月
16
日（
金
）

上新町（清水川橋） 9：00 〜 9：05
二石田公民館 9：20 〜 9：30 大隅横川駅前 9：10 〜 9：20
川北公民館 9：40 〜 9：50 下深川公民館 9：30 〜 9：45
下小脇公民館 10：00 〜 10：05 馬渡公民館 9：50 〜 10：00
上小脇・北園入口 10：15 〜 10：25 岩穴公民館 10：10 〜 10：15
山ヶ野公民館 10：35 〜 10：45 前川内公民館 10：25 〜 10：30
十三谷公民館 10：55 〜 11：00 二牟礼公民館 10：40 〜 10：45
木浦公民館 11：10 〜 11：20 床波公民館 10：55 〜 11：00
茶屋公民館 11：30 〜 11：40 大住公民館 11：05 〜 11：10
古城消防拠点施設 11：50 〜 12：00 岡村公民館 11：15 〜 11：25
北園公民館 13：00 〜 13：10 上深川（迫田様宅前） 11：35 〜 11：45
紫尾田（集荷場） 13：20 〜 13：30 横川公民館 13：00 〜 13：15
紫尾田公民館 13：40 〜 13：50 下尾田（片白橋） 13：20 〜 13：35
正牟田公民館 13：55 〜 14：05 上植村公民館 13：45 〜 13：55
野坂公民館 14：15 〜 14：20 下植村公民館 14：05 〜 14：15
横伏敷消防拠点施設 14：25 〜 14：30 向植村公民館 14：20 〜 14：30
柿木（下山様宅前） 14：35 〜 14：40 黒葛原（特農記念碑前） 14：40 〜 14：45
柿木公民館 14：45 〜 14：55 旧赤水公民館 14：55 〜 15：05
崎山公民館 15：05 〜 15：15 赤水消防拠点施設 15：10 〜 15：25
安田薬品横（希望ヶ丘） 15：25 〜 15：35 小原公民館 15：30 〜 15：40
山之口公民館 15：45 〜 16：15 山住（徳丸様宅前） 15：50 〜 15：55

保健センター前 16：05 〜 16：30

【横川地区】 ５月15日(木)〜16日(金) ２日間

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
13
日（
火
）

北永野田駅前 9：05 〜 9：20 ５
月
14
日（
水
）

観光案内所前 11：20 〜 11：50
永野田公民館 9：30 〜 9：45 ヴァンベール霧島前 13：00 〜 13：25
市野々公民館 10：00 〜 10：15 永池（竹ノ内様宅手前） 13：35 〜 13：55
梅之木公民館 10：25 〜 10：45 東多羅公民館 14：05 〜 14：25
牧神公民館 10：55 〜 11：15 枦田公民館 14：35 〜 15：00
笹之段公民館上 11：25 〜 11：45

５
月
15
日（
木
）

川北公民館 9：00 〜 9：25
入水公民館上 13：10 〜 13：30 大窪公民館下 9：35 〜 10：00
上春山（伊瀬地様宅前） 13：40 〜 13：50 中央公民館 10：10 〜 10：40
床浪（勝目様宅前） 14：00 〜 14：10 湯之宮（渋田様宅前駐車帯） 10：50 〜 11：15
向田公民館 14：25 〜 14：45 霧島総合支所前 11：25 〜 11：55
豊後迫公民館 14：55 〜 15：15 田口地域公民館 13：05 〜 13：30

５
月
14
日（
水
）

遠見松公民館 9：00 〜 9：25 堀之内公民館 13：40 〜 14：00
野上公民館 9：35 〜 10：00 狭名田公民館 14：10 〜 14：25
新梅北公民館 10：10 〜 10：35 市後柄公民館 14：35 〜 15：00
高千穂（松元勝美様宅下） 10：45 〜 11：10

【霧島地区】 ５月13日(火)〜15日(木) ３日間

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
20
日（
火
）

竹山公民館 9：40 〜 9：55 ５
月
21
日（
水
）

陵北自治公民館 13：10 〜 13：30
下有川公民館 10：10 〜 10：40 横頭公民館 13：45 〜 14：05
溝辺総合支所駐車場 10：50 〜 11：20 橋ノ口（岩元春美様宅前） 14：15 〜 14：30
ふれあい温泉センター 11：30 〜 11：55 北原公民館 14：40 〜 14：55
祝儀園公民館 13：10 〜 13：25

５
月
22
日（
木
）

石峯自治公民館 9：20 〜 9：50
竹子集会センター 13：35 〜 13：55 麓原自治公民館 10：00 〜 10：20
宮脇公民館 14：00 〜 14：15 玉利自治公民館 10：30 〜 10：50
宮川内公民館 14：25 〜 14：40 論地自治公民館 11：00 〜 11：30
野坂入口三文字 14：45 〜 14：55 久保山団地 11：40 〜 11：55

５
月
21
日（
水
）

丹生附公民館 9：40 〜 9：55 崎森地区公民館 13：20 〜 13：40
木場公民館 10：05 〜 10：15 脇公民館 13：50 〜 14：10
宮久自治公民館 10：30 〜 10：45 十三塚自治公民館 14：20 〜 14：30
桑迫（堀之内榮次様宅前） 10：55 〜 11：15 上桑ノ丸公民館 14：40 〜 14：50
三縄自治公民館 11：25 〜 11：45

【溝辺地区】 ５月20日(火)〜22日(木) ３日間

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
21
日（
水
）

塩浸公民館 9：00 〜 9：15

５
月
22
日（
木
）

大窪集落入口 13：00 〜 13：10
間手原公民館 9：20 〜 9：30 重信商店三叉路 13：15 〜 13：30
牧園 3 区馬場公民館 9：35 〜 9：45 八幡神社前 13：35 〜 13：50
城ケ後公民館 9：50 〜 10：00 旧農協万膳支所前 13：55 〜 14：05
農村活性化センター 10：05 〜 10：20 下万膳公民館 14：10 〜 14：15
川津原（山岡様宅前） 10：25 〜 10：35 吉原集落掲示板前 14：20 〜 14：25
駅前公民館 10：40 〜 10：50 渡瀬公民館 14：30 〜 14：35
大野商店前 10：55 〜 11：00 古屋志橋 14：40 〜 14：45
大庭医院駐車場 11：05 〜 11：10 水堀公民館 14：50 〜 14：55
老人福祉センター 11：15 〜 11：25 浅谷公民館 15：00 〜 15：20
石坂ワタセ前 11：30 〜 11：45 有村三叉路 15：25 〜 15：30
上石坂バス停 ( 旧道入口） 11：50 〜 12：00

５
月
23
日（
金
）

安楽分団駐車場 9：00 〜 9：15
田原団地入口 13：00 〜 13：10 田中会館前 9：20 〜 9：25
木下商店前 13：15 〜 13：30 犬飼バス停 9：35 〜 9：45
鹿屋公民館 13：35 〜 13：50 中津川商店前 9：50 〜 10：05
上宇都口公民館 13：55 〜 14：00 中津川保育所前 10：10 〜 10：20
川床温泉前 14：05 〜 14：15 荒瀬橋 10：25 〜 10：35
田方公民館 14：20 〜 14：25 横瀬公民館 10：40 〜 10：55
三体商店（旧農協支所前） 14：30 〜 14：45 馬場バス停 11：00 〜 11：10
内之野バス停 14：50 〜 15：05 健崎スクールバス停留所 11：15 〜 11：20
東福製茶前 15：10 〜 15：15 霧島温泉市場　駐車場 11：30 〜 11：35
大霧公民館 15：25 〜 15：30 大瀬戸バス停 11：40 〜 11：45

５
月
22
日
（
木
）

福寿温泉前 9：00 〜 9：15 栗川公民館 11：50 〜 12：00
寺原公民館 9：20 〜 9：35 旭ヶ丘住宅入口（池田様宅前） 13：00 〜 13：20
関平鉱泉駐車場 9：45 〜 9：55 母ヶ野公民館 13：25 〜 13：40
旧小谷園入口 10：00 〜 10：20 佐久間商店前 13：45 〜 14：05
シルバー人材センター事務所前 10：25 〜 10：30 下村公民館 14：10 〜 14：15
旅行人山荘入口 10：35 〜 10：45 笹之段公民館 14：20 〜 14：25
高千穂保育園入口 10：50 〜 11：05 持松消防分団詰所前 14：30 〜 14：40
青葉園入口 11：10 〜 11：40 真方公民館 14：45 〜 14：55
奥歯科医院前駐車場付近 11：45 〜 11：55 稼原交差点付近 15：00 〜 15：10

荒田公民館 15：15 〜 15：20

【牧園地区】 ５月21日(水)〜23日(金) ３日間

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
27
日（
火
）

台明寺公民館 9：30 〜 9：45

５
月
30
日（
金
）

口輪野公会堂 9：30 〜 9：40
郡山公民館 9：55 〜 10：20 上川内ゴミ置場付近 9：50 〜 10：00
宮の前ニュータウン入口 10：30 〜 10：40 川内公民館 10：05 〜 10：20
北公園入口 10：50 〜 11：10 上川橋南西側 10：30 〜 10：40
久保田公民館 11：20 〜 11：35 上小川公民館 10：55 〜 11：20
春山公民館 13：30 〜 13：45 国分南ニュータウン公園 13：30 〜 13：50
止上神社前 14：00 〜 14：15 福島･旧尾籠商店前 14：00 〜 14：20
重久公民館 14：25 〜 14：50 福島地区コミュニティ共用施設 14：30 〜 14：50
東襲山地区公民館 15：00 〜 15：15 有下公民館 15：00 〜 15：30
岩戸公民館 15：25 〜 15：40 四方田団地集会所 15：40 〜 15：55
剣之宇都公民館 15：50 〜 16：05

６
月
３
日（
火
）

府中公民館 9：35 〜 9：55

５
月
28
日（
水
）

野坂公民館 9：30 〜 9：35 野口公民館西集会場 10：05 〜 10：20
平山地区公民館 9：45 〜 9：50 野口公民館 10：30 〜 10：55
永山･旧岩元商店前 10：05 〜 10：20 松木公民館 11：05 〜 11：35
塚脇公民館 10：35 〜 10：45 小畑公民館 13：30 〜 13：55
朴木公民館 11：05 〜 11：25 姫城公民館 14：10 〜 14：30
上之段公民館 13：40 〜 13：50 新町公民館 14：40 〜 15：05
木場公民館 14：05 〜 14：15 向花地区コミュニティセンター 15：15 〜 15：35
後川内公民館 14：35 〜 14：45

６
月
４
日（
水
）

湊地区コミュニティ広場 9：10 〜 9：35
敷根保育園下 15：05 〜 15：25 長野神社 9：45 〜 9：55

５
月
29
日（
木
）

毛梨野公民館 9：20 〜 9：30 広瀬公民館 10：10 〜 10：30
芦谷公民館 9：40 〜 9：50 大穴持神社北側 10：40 〜 11：10
木原小中学校前 10：10 〜 10：20 児童体育館 11：20 〜 11：45
後本戸（桑山昭晴様宅前） 10：40 〜 10：45 敷根地区集会場 13：30 〜 13：50
本戸公民館入口 10：55 〜 11：00 かのう医院道路向かい 13：55 〜 14：20
真谷入口三叉路 11：10 〜 11：15 脇元停留所付近 14：25 〜 14：30
黒石公民館 11：25 〜 11：30 花園･迫田オート付近 14：40 〜 14：55
薄木三方辻 13：30 〜 13：35 下井公民館 15：05 〜 15：35
河内橋前 13：55 〜 14：00

６
月
５
日（
木
）

名波ハイタウン集会場 9：25 〜 9：50
萩の元公民館 14：10 〜 14：20 Ａコープ西側駐車場 10：00 〜 10：30
川原小学校下神社 14：30 〜 14：50 大隅国分寺跡駐車場 (*1) 10：40 〜 11：05
永迫ゲートボール場横 15：05 〜 15：30 お祭り広場駐車場出口付近 (*2) 11：15 〜 11：35
上井公民館 15：40 〜 16：05 三郷公民館 13：30 〜 14：00
南公園入口 16：15 〜 16：30 清水公民館 14：10 〜 14：40

弟子丸公民館 14：50 〜 15：15
総合体育館第 2 駐車場 15：25 〜 15：50

【国分地区】 ５月27日（火）〜30日（金）、６月３日（火）〜５日（木）７日間

（
*1
）
中
央
地
区
集
会
所
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
会
場
名
を
変
更
し
ま
し
た
が
、
場
所
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
（
*2
）
市
民
会
館
駐
車
場
が
混
雑
す
る
よ
う
に
な
り
危
険
で
あ
る
た
め
、
市
役
所
南
側
の
お
祭
り
広
場
駐
車
場
へ
変
更
し
ま
し
た
。

※隼人・福山地区の日程については、
　広報きりしま３月25日号に掲載されています。
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K irishima Information

売
買
、
相
続
な
ど
に
よ
り
受
益
者
と

な
る
か
た
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
双
方
協
議
の
上
、
す
ぐ
に
「
受

益
者
変
更
届
出
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
に
よ
り
申
請
の
あ
っ

た
日
以
降
の
負
担
金
は
新
し
い
受
益

者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
は
、
１
回
限
り
の

賦
課
の
た
め
期
別
途
中
で
の
受
益
者

の
変
更
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
土
地
所
有
権
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
必
ず
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
下
水
道
課
業
務

グ
ル
ー
プ
☎（
46
）７
７
７
８

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税

の
納
期
が
変
わ
り
ま
す

平
成
20
年
度
か
ら
１
期
あ
た
り
の

支
払
い
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
市
県

民
税
（
普
通
徴
収
）
の
納
期
を
４
期

か
ら
９
期
に
、国
民
健
康
保
険
税（
普

通
徴
収
）
の
納
期
を
８
期
か
ら
９
期

に
増
や
し
ま
す
。

※�

い
ず
れ
も
６
月
～
２
月
ま
で
の
９

期
と
な
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
収
納
課
☎（
64
）

０
８
９
２

軽
自
動
車
税
が

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
で
き
ま
す

平
成
20
年
５
月
か
ら
軽
自
動
車

税
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
、

納
付
書
に
よ
る
支
払
い
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

※�

お
支
払
い
で
き
る
場
所
は
納
付
書

裏
面
の
納
付
場
所
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
収
納
課
☎（
64
）

０
８
９
２

市
指
定
ご
み
袋
の
価
格
変
更

市
の
指
定
ご
み
袋
が
原
料
で
あ
る

石
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
４
月
か

ら
ご
み
袋
の
価
格
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
各
環
境
保
全
協

会
事
務
局
（
環
境
衛
生
課
、
隼
人

市
民
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
内
）

平
成
20
年
度

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査

◦�

審
査
日
＝
年
５
回
（
３
月
を
除
く

奇
数
月
の
第
２
火
曜
日
）

◦�

場
所
＝
鹿
児
島
県
青
少
年
会
館

◦�
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※�
必
要
書
類
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
県
庁
文
化
財
課

☎
０
９
９（
２
８
６
）５
３
５
５
、

文
化
振
興
課
☎（
42
）１
１
１
９

公
民
館
定
期
講
座

合
同
開
講
式

◦�

日
時
＝
５
月
10
日（
土
）午
後
１
時

30
分
～

◦�

場
所
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

◦�

内
容
＝
講
座
講
師
紹
介
、
講
演
会

な
ど

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
生
涯
学
習
課
学

習
情
報
グ
ル
ー
プ
☎（
42
）１
１
１

８
障
害
者
な
ど
に
対
す
る

減
免
制
度
の
改
正

身
体
障
害
者
な
ど
に
対
す
る
軽
自

動
車
税
の
課
税
免
除
に
つ
い
て
、
広

報
２
月
お
知
ら
せ
版
に
て
周
知
し
ま

し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
自
動
車
税
・
自
動
車

取
得
税
の
減
免
制
度
の
一
部
が
改
正

て
、
契
約
締
結
の
同
意
を
得
て
い

な
い
か
た
③
破
産
者
で
復
権
を
得

な
い
か
た
④
市
民
税
、
固
定
資
産

税
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し

て
い
る
か
た

◦�

申
込
方
法
＝
５
月
８
日（
木
）～
20

日（
火
）の
間
に
必
要
書
類
を
添
付

し
た
入
札
参
加
申
込
書
を
管
財
課

財
産
管
理
グ
ル
ー
プ
に
提
出
。

●�

入
札

◦�

日
時
＝
５
月
22
日（
木
）午
後
２
時

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

複
合
施
設
棟
３
階
国
分
公
民
館
大

会
議
室

◦�

決
定
方
法
＝
最
低
売
却
価
格
以
上

の
価
格
で
入
札
し
た
者
の
う
ち
、

最
高
の
価
格
で
入
札
し
た
者
を
落

札
者
と
し
ま
す
。
２
人
以
上
の
場

合
は
く
じ
で
決
定
（
入
札
保
証
金

お
よ
び
契
約
保
証
金
は
免
除
）

●�

契
約
締
結
・
売
却
代
金
の
納
入
な

ど
＝
①
契
約
締
結
＝
落
札
後
７
日

以
内
②
名
義
変
更
＝
落
札
者
負
担

③
代
金
納
入
＝
契
約
締
結
後
７
日

以
内
（
全
額
）
④
引
渡
し
＝
名
義

変
更
の
完
了
、
売
却
代
金
の
納
入

の
確
認
後
。
物
件
は
現
状
渡
し
。

引
渡
し
後
の
不
調
、
故
障
な
ど
の

保
証
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
管
財
課
財
産
管

理
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
８
３

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
水
道
処
理
区
域
内
で
、
土
地
の

お
知
ら
せ

公
用
車
の
一
般
競
争
入
札

●
売
却
す
る
自
動
車
の
公
開

◦�

日
時
＝
５
月
13
日（
火
）～
15
日

（
木
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

西
駐
車
場

◦�

入
札
参
加
資
格
＝
次
に
該
当
す
る

か
た
を
除
き
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
が
申
し
込
み
が
必
要
。
①

成
年
被
後
見
人
②
未
成
年
者
、
被

保
佐
人
お
よ
び
被
補
助
人
で
あ
っ

市からの
お知らせや
募集などの
情報をお届けします。
詳細な情報は掲載されている問い
合わせ先に、ご連絡ください。

◎霧島市からのお知らせ

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
に
つ
い
て
は
減
免
額

に
上
限
額
が
設
定
さ
れ
、
こ
れ
を
超

え
る
額
は
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●�

自
動
車
税
＝
４
５
、０
０
０
円

●�

自
動
車
取
得
税
＝
１
２
５
、０
０
０

円
（
軽
自
動
車
７
５
、０
０
０
円
）

ま
た
、
そ
の
他
の
改
正
点
に
つ
い

て
は
２
月
お
知
ら
せ
版
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
姶

良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
県
税
課
☎

（
63
）３
１
１
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

５
月
１
日
か
ら

住
民
窓
口
で
の「
本
人
確
認
」が

法
律
上
の
ル
ー
ル
に
な
り
ま
す

戸
籍
証
明
書
（
謄
本
な
ど
）
や
住

民
票
の
写
し
の
請
求
、
縁
組
等
の
届

出
、
住
民
異
動
届
の
提
出
時
に
、
窓

口
に
お
い
て
運
転
免
許
証
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
付
き
）
な
ど

で
本
人
の
確
認
を
し
ま
す
。

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
た
、

そ
の
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
、
本
人

ま
た
は
同
一
世
帯
人
以
外
の
か
た
が

請
求
す
る
場
合
は
、
正
当
な
理
由
の

記
載
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
な
ど
の

書
面
で
代
理
権
限
の
確
認
を
し
ま
す
。

窓
口
に
お
い
て
縁
組
等
の
届
出
の

ご
本
人
だ
と
確
認
で
き
な
い
場
合
は

届
出
が
受
理
さ
れ
た
こ
と
を
ご
本
人

に
通
知
し
ま
す
。
自
分
自
身
が
窓
口

に
来
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
場
合

city-kirishim
a.jp

霧
島
市
市
民
活
動
支
援
事
業

補
助
事
業
募
集

市
で
は
共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
団
体
が
行

う
公
益
的
な
活
動
で
、
自
ら
企
画
・

提
案
し
実
施
す
る
事
業
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
す
る
「
市
民
活
動
支
援

事
業
」
を
始
め
ま
し
た
。

◦�

応
募
資
格
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
そ
の
他
営
利
を
目

的
と
し
な
い
団
体
（
規
約
な
ど
を

有
し
、
主
な
構
成
員
が
市
内
在
住

者
な
ど
で
５
人
以
上
の
団
体
。
地

区
自
治
公
民
館
や
自
治
会
は
対
象

外
）

◦�

対
象
事
業
＝
公
益
性
、
社
会
貢
献

度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
事
業
を
拡
充
す
る
も
の
、
ま
た

は
新
た
に
実
施
す
る
事
業

◦�

補
助
内
容
＝
補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
２
以
内
、限
度
額
50
万
円（
１

年
度
１
回
、
通
算
３
回
ま
で
。
補

助
率
は
２
回
目
２
分
の
１
、
３
回

目
３
分
の
１
）

◦�

応
募
方
法
＝
応
募
書
類
を
５
月

23
日（
金
）（
消
印
有
効
）ま
で
に
、

共
生
協
働
推
進
課
へ
郵
送
か
持
参
。

◦�

審
査
方
法
＝
書
類
審
査
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
事
業
計
画
発
表
）

※�

詳
細
は
募
集
要
項
（
各
総
合
支
所

な
ど
に
設
置
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
共
生
協

は
受
理
し
な
い
よ
う「
不
受
理
申
出
」

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
課
☎（
64
）

０
９
０
１

第
２
回
霧
島
薪た

き
ぎ

狂
言

大
蔵
流
狂
言
「
茂
山
千
五
郎
」
一

門
の
狂
言
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
＝
５
月
10
日（
土
）午
後
６
時

開
演

◦�

場
所
＝
霧
島
神
宮
特
設
舞
台

◦�

入
場
料
＝
３
、５
０
０
円（
前
売
３
、

０
０
０
円
）
全
席
自
由
席

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
神
宮
☎

（
57
）０
０
０
１

エ
フ
ェ
ク
ト
08

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ト
ッ
プ

Ｄ
Ｊ
や
バ
ン
ド
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス

◦�

日
時
＝
５
月
３
日（
土
）、４
日（
日
）

開
場
午
前
10
時
、
開
演
午
前
11
時

30
分
～
午
後
10
時

◦�

場
所
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

◦�

料
金
＝
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
６
、０
０
０
円
、

２
Ｄ
Ａ
Ｙ
１
０
、０
０
０
円

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
エ
フ
ェ
ク
ト

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
☎
０
９
９（
８
２

２
）５
０
５
５募　

集

第
46
回
市
長
と
ラ
ン
チ
で

語
イ
も
ん
そ
会

６
人
以
内
の
団
体
を
２
団
体
募
集

し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
５
月
20
日（
火
）12
時
～
午

後
１
時

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

行
政
棟
３
階
第
一
応
接
室

◦�

食
事
代
＝
自
己
負
担
６
０
０
円

◦�

申
込
期
限
＝
５
月
９
日（
金
）

※
開
催
日
を
変
更
す
る
場
合
あ
り

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報
広

聴
課
広
聴
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９

５
５
、
℻（
64
）０
９
３
４
、
メ
ー

ルinfo@
city-kirishim

a.jp

「
霧
島
市
55
人
委
員
会
」お
よ
び

「
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」の

委
員
を
募
集
し
ま
す

任
期
満
了
に
伴
う
新
委
員
の
選
任

に
あ
た
り
、
委
員
の
一
部
を
募
集
し

ま
す
。

【
霧
島
市
55
人
委
員
会
】

◦�

主
な
役
割
＝
市
長
が
外
部
評
価
を

行
う
こ
と
が
適
当
と
認
め
た
事
務

事
業
や
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
る
。

◦�

募
集
人
数
＝
35
人

◦�

応
募
資
格
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
こ
と

①�

平
成
20
年
４
月
１
日
時
点
で
満
20

歳
以
上
、
市
内
に
居
住
ま
た
は
市

内
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と

②�

土
曜
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議

に
参
加
で
き
る
こ
と（
年
２
回
程
）

③�

市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
を
３

つ
以
上
兼
務
し
て
い
な
い
こ
と

④�

霧
島
市
職
員
お
よ
び
霧
島
市
議
会

議
員
で
な
い
こ
と

◦�

申
込
締
切
＝
５
月
14
日（
水
）必
着

◦�

小
論
文
テ
ー
マ
＝
霧
島
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

【
行
政
改
革
推
進
委
員
会
】

市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
行
財
政

改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
。

◦�

募
集
人
数
＝
２
人
以
内

◦�

応
募
資
格
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
こ
と

①�

平
成
20
年
４
月
１
日
時
点
で
満
20

歳
以
上
、
市
内
に
居
住
ま
た
は
市

内
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と

②�

平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に

参
加
で
き
る
こ
と（
年
間
３
回
程
）

③�

市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
を
３

つ
以
上
兼
務
し
て
い
な
い
こ
と

④�

霧
島
市
職
員
お
よ
び
霧
島
市
議
会

議
員
で
な
い
こ
と

◦�

申
込
締
切
＝
５
月
７
日（
水
）必
着

◦�

小
論
文
テ
ー
マ
＝
霧
島
市
の
行
財

政
改
革
の
あ
り
方
に
つ
い
て

【
共
通
事
項
】

◦�

任
期
＝
い
ず
れ
も
選
任
の
日
か
ら

２
年
以
内

◦�

応
募
方
法
＝
所
定
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
お
よ
び
小
論
文
を
記
入

し
、
持
参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

に
て
提
出
。（
提
出
先
＝
行
政
改

革
推
進
課
、
隼
人
地
域
振
興
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
行
政
改
革
推

進
課
行
革
第
１
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
５
２
、
メ
ー
ルgyokaku@

 

車名 番　号 初年度登録 種別用途 形　状 車検満了日
１ 日野 鹿児島22す128 S63.6 普通乗合 キャブオーバ H20.6.27
２ トヨタ 鹿児島22す872 H3.7 普通乗合 キャブオーバ H20.7.7
３ ニッサン H3.10 普通乗合 キャブオーバ 車検切れ
４ 日野 鹿児島22ゆ255 H5.9 普通乗合 リヤーエンジン H20.915
５ 三菱 H6.11 普通乗合 キャブオーバ 車検切れ
６ 日野 H7.1 普通乗合 リヤーエンジン 車検切れ
７ 三菱 H8.1 普通乗合 キャブオーバ 車検切れ
８ 三菱 H9.3 普通乗合 キャブオーバ 車検切れ
９ トヨタ H9.3 小型乗用 箱型 車検切れ
10 トヨタ H9.6 普通特種 身体障害者輸送車 車検切れ
11 三菱 鹿児島22す1956 H9.9 普通乗合 リヤーエンジン H20.9.17
12 トヨタ 鹿児島22す1986 H10.1 普通乗合 キャブオーバ H21.1.25
13 トヨタ 鹿児島33み6618 H10.6 普通乗用 ステーションワゴン H21.6.23

◎売却する公用車

種類
価格（税込み）
新 旧

可燃物
大 210 180
中 180 150
小 130 100

不燃物
大 260 240
小 170 150

資源
大 170 140
小 150 120

※いずれも10枚入り

◎価格表（1袋あたり）

（単位：円）
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◦�

対
象
＝
①
・
③
は
初
め
て
の
か
た
、

そ
れ
以
外
は
マ
ウ
ス
・
キ
ー
ボ
ー

ド
の
操
作
の
で
き
る
か
た

※�

受
講
料
＝
⑤
・
⑥
は
４
、０
０
０
円
、

そ
れ
以
外
は
７
、０
０
０
円

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
県
人
材

育
成
セ
ン
タ
ー
☎（
47
）３
０
９
０

全
国
公
募
南
九
州
水
墨
画
展

作
品
募
集

◦�

応
募
条
件
＝
自
作
未
発
表
の
作
品

（
墨
を
主
体
と
し
た
墨
彩
画
を
含

む
水
墨
画
）

◦�

出
品
料
＝
１
点
５
、０
０
０
円（
２

点
目
以
降
２
、０
０
０
円
）
一
人

４
点
ま
で

◦�

書
類
締
切
＝
６
月
14
日（
土
）必
着

※�

応
募
書
類
郵
送
希
望
の
か
た
は
募

集
要
項
希
望
と
明
記
し
１
２
０
円

切
手
を
同
封
し
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
（
６
月
８
日（
日
）ま
で
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
松
下
美
術
館
☎

（
55
）３
３
５
０
、
〒
８
９
９
‐
４

５
０
１　

福
山
町
福
山
７
７
１

相　

談

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談

◦�

期
日
・
時
間
・
場
所

・�

５
月
17
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～

５
時
／
霧
島
市
働
く
婦
人
の
家
／

要
予
約

・�

５
月
27
日（
火
）午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分
／
隼
人
庁
舎
／
予
約
不

◦�
応
募
締
切
＝
５
月
12
日（
月
）必
着

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
自
衛
隊
鹿
児
島

地
方
協
力
本
部
国
分
地
域
事
務
所

☎（
45
）１
８
３
６

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集

◦�

時
間
＝
②
は
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分
、
そ
れ
以
外
は
午
後

６
時
30
分
～
８
時
30
分

要
／
電
話
相
談
も
可

◦��

対
象
＝
市
内
在
住
の
女
性
ま
た
は

市
内
事
業
所
へ
勤
務
す
る
女
性

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政
策
課
男

女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
１
４

定
例
行
政
相
談

国
の
役
所
な
ど
に
対
す
る
苦
情
、

要
望
、
相
談
を
お
聴
き
し
解
決
や
実

現
を
図
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報
広
聴
課
広

聴
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

人
権
相
談

●�

相
談
は
無
料
（
予
約
不
要
）

◦�

相
談
日
・
場
所

・��

５
月
14
日（
水
）霧
島
総
合
支
所
３

階
会
議
室

・�
５
月
15
日（
木
）国
分
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階
教
養
娯
楽
室

働
推
進
課
☎（
64
）０
９
８
８

霧
島
市
市
民
活
動
促
進

委
員
会
の
委
員
募
集

◦�

内
容
＝
市
民
活
動
支
援
事
業
の
選

考
審
査
ほ
か
、
市
民
活
動
の
促
進

に
関
し
、
必
要
な
事
項
の
審
議
。

◦�

応
募
資
格
＝
市
内
在
住
の
18
歳
以

上
の
か
た

◦�

任
期
＝
２
年
間

◦�

募
集
人
員
＝
２
人

◦�

申
込
方
法
＝
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
小
論
文
「
市
民
と
行
政
と
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」（
任

意
様
式
８
０
０
字
以
内
）
を
添
付

し
、５
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
、

持
参
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー

ル
で
提
出
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
共
生�

協
働
推
進
課
☎（
64
）０
９
８
８
、�

℻（
47
）２
５
２
２
、メ
ー
ルkyodo�

@
city -kirishim

a.jp

自
衛
隊「
幹
部
候
補
生
」募
集

◦�

募
集
種
目
・
応
募
資
格

●�

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

・�

大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
（
22
歳

未
満
は
大
卒
〈
見
込
含
〉）
ほ
か

●�

歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

・�

専
門
の
大
学
卒
〈
見
込
含
〉
で
歯

科
は
30
歳
未
満
、
薬
剤
科
は
26
歳

未
満
の
者
ほ
か

新
た
な
年
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
４
月
。
市
内

の
各
企
業
で
も
希
望
に
満
ち
た
多
く
の
新
社
員

が
入
社
し
ま
し
た
。

今
年
、
開
業
25
周
年
を
迎
え
る
霧
島
市
に
本

社
の
あ
る
航
空
会
社
「
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー

タ
ー
㈱
」
に
も
、
24
人
の
新
社
員
が
入
社
し
ま

し
た
。
そ
の
中
の
一
人
、
内
村
典の
り

美み

さ
ん
は

キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
（
客
室
乗
務
員
）
訓

練
生
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。「
子
ど
も
の

こ
ろ
、
父
が
単
身
赴
任
を
し
て
い
て
、
週
末
に

な
る
と
飛
行
機
で
帰
っ
て
く
る
父
を
迎
え
に
よ

く
鹿
児
島
空
港
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と

き
見
か
け
る
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
か
た

が
皆
さ
ん
素
敵
で
憧
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

以
来
ず
っ
と
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
な
る

こ
と
が
夢
で
し
た
」。

キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
は
、
お
客
さ
ま
に

安
心
し
て
快
適
な
空
の
旅
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
仕
事
で
す
。
一
見
華
や

か
に
見
え
る
仕
事
で
す
が
、
お
客
さ
ま
の
命
を

預
か
る
と
い
う
大
き
な
責
任
が
伴
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
や
テ
ス
ト
を
行
い

キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
と
し
て
一
人
で
乗
務

で
き
る
ま
で
に
は
約
１
年
間
か
か
り
ま
す
。「
今

は
、
毎
日
が
訓
練
の
日
々
で
す
。
初
め
て
経
験

す
る
こ
と
ば
か
り
で
戸
惑
う
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
夢
を
叶
え
る
た
め

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
」。

国
分
出
身
の
内
村
さ
ん
は
大
学
進
学
の
た
め

福
岡
県
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
霧
島
市
が
好

き
で
地
元
の
航
空
会
社
で
あ
る
日
本
エ
ア
コ

ミ
ュ
ー
タ
ー
㈱
に
入
社
す
る
こ
と
を
選
び
ま
し

た
。「
４
年
間
福
岡
県
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、

私
に
は
や
っ
ぱ
り
鹿
児
島
が
合
っ
て
い
る
と
思

い
、
地
元
で
就
職
す
る
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。

鹿
児
島
の
離
島
へ
は
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー

㈱
の
飛
行
機
し
か
飛
ん
で
い
ま
せ
ん
。
離
島
の

か
た
の
生
活
路
線
を
担
っ
て
い
る
こ
の
会
社
の

役
割
は
と
て
も
大
き
く
、
鹿
児
島
の
航
空
会
社

と
し
て
地
元
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
の
会
社
に

就
職
で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
訓
練
を

頑
張
っ
て
早
く
一
人
前
の
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
に
な
っ
て
地
元
に
貢
献
し
た
い
で
す
」
と

話
す
内
村
さ
ん
の
表
情
は
、
希
望
に
満
ち
て
い

ま
し
た
。

今
後
の
夢
は
「
お
客
さ
ま
に
ま
た
乗
り
た
い

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
に
な
る
こ
と
」
と
話
す
内
村
さ
ん
。

鹿
児
島
の
空
で
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

K irishima Information

◦�

相
談
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
前
10
時

～
午
後
３
時

◦�

担
当
者
＝
霧
島
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
地
方
法

務
局
霧
島
支
局
☎（
45
）０
０
６

４
発
達
相
談

◦�

期
日
＝
５
月
７
日
、14
日
、21
日
、

28
日
、６
月
４
日
、11
日
、18
日
、

25
日

◦�

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

◦�

対
象
者
＝
発
達
障
が
い
者（
児
）

や
そ
の
疑
い
の
あ
る
者（
児
）、

ま
た
は
そ
の
保
護
者

◦�

場
所
＝
福
祉
事
務
所
相
談
室
（
国

分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
１
階
）

※
電
話
な
ど
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
高
齢･

障
害
福

祉
課
障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
９
５

お
詫
び
と
訂
正

●�

広
報
き
り
し
ま
３
月
号
お
知
ら
せ

版
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

◦�

２
ペ
ー
ジ
井
手
元
達
郎
氏
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル

【
訂
正
前
】
６
回
の
手
術

【
訂
正
後
】
６
回
の
入
退
院

●�

広
報
き
り
し
ま
３
月
号
の
裏
表
紙

の
広
告
に
経
営
者
名
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
経
営
者
名

は
「
宗
教
法
人  

正
法
寺
」
で
す
。

◎霧島市からのお知らせ

講　座　名 期　　間

① パソコン基礎 : 入門編 ５月12日～６月３日
（毎週月・火）

② パソコン基礎 : 発展編 ８月27日～ 29日

③ 初級者のワード ６月23日～７月８日
 （毎週月・火）

④ 初級者のエクセル ７月２日～ 11日
（毎週水・木・金）

⑤ 初級者の
ホームページ作成

６月９日～ 16日
(月・水・金・月）

⑥ プレゼンテーション基礎 ７月22日～ 24日

⑦ 中高年のゆっくり
パソコン基礎：入門編

８月18日～９月16日
（毎週月・火）

⑧ 中高年のゆっくり
パソコン基礎：発展編

９月29日～ 10月28日
（毎週月・火）

＜採用予定数＞
区　　　　　分 男　子 女　子

陸上
自衛隊

一般 一般要員 約120人 約15人
歯科・薬剤科 約15人

海上
自衛隊

一般 一般要員
約50人

（技術含む）
約５人飛行要員

技術幹部候補生 ―
歯科・薬剤科 約５人

航空
自衛隊

一般
一般要員

約45人 約５人飛行要員
歯科・薬剤科 約５人

※一般は一般幹部候補生

期　日 時　　間 会　　　場
5月 9日（金） 9：00 ～ 12：00 牧園老人福祉センター

5月13日（火）
9：00 ～ 11：00 福山公民館分館

13：00 ～ 15：00 福山公民館
5月20日（火） 9：00 ～ 12：00 隼人庁舎宿直室
5月21日（水）

9：00 ～ 12：00
溝辺崎森地区公民館

5月22日（木） 石峯地区自治公民館
5月23日（金） 溝辺ふれあい温泉センター

5月22日（木）
10：00 ～ 12：00

国分公民館
13：00 ～ 15：00
10：00 ～ 15：00 霧島総合支所 1 階和室

6月 2日（月） 10：00 ～ 15：00 横川健康温泉センター

※各地区の地域振興課および広報広聴課へご連絡ください。

地
元
に
貢
献
で
き
る

社
会
人
に
な
り
た
い

夢
を
実
現
す
る
た
め
に
頑
張
る
新
社
会
人
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◀◀◀保健だより

姶良郡医師会◎日曜・祝日在宅医担当表 妊
婦
健
康
診
査

公
費
負
担
が
７
回
に

妊
婦
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
守
る

た
め
に
、
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の
間

に
14
回
の
妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

市
で
は
、
少
子
化
対
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
妊
娠
中
の
経
済
的
な
負
担

軽
減
を
目
的
に
、
妊
婦
健
康
診
査
公

費
負
担
を
４
月
１
日
か
ら
７
回
に
増

や
し
、
自
費
で
受
け
て
い
た
検
査
項

目
も
公
費
負
担
に
含
み
、
よ
り
充
実

し
た
内
容
と
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
の
妊
娠

届
出
者
に
は
７
回
分
の
受
診
票
を
交

付
し
、
平
成
20
年
３
月
31
日
以
前
の

妊
娠
届
出
者
で
出
産
予
定
日
が
４
月

１
日
以
降
の
か
た
に
対
し
て
は
、
追

加
の
受
診
票
を
５
枚
郵
送
で
追
加
交

付
し
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
交
付
し
て
い
る
未

使
用
の
一
般
健
診
受
診
票
は
使
え
ま

す
が
、
精
密
健
診
受
診
票
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

妊
婦
の
転
入
者
な
ど
で
、
届
出
を

行
っ
て
い
な
い
か
た
、
ま
た
は
出
産

予
定
が
過
ぎ
て
い
る
か
た
は
、
健
康

増
進
課
ま
た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課
☎

（
64
）０
９
０
５

休
日
歯
科
救
急
診
療

◦��
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

◦��

場
所
＝
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
館
口

腔
保
健
セ
ン
タ
ー
（
空
港
近
く
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
郡
歯
科
医

師
会
☎（
58
）４
３
８
８

◎日曜・祝日薬局日程表 姶良郡薬剤師会

姶良郡薬剤師会　☎（64）2239 ／ＦＡＸ（43）3299	

月　日 曜日 病　院　名 診療科目 電　　話 地　　区

5 月　3 日 土

清水整形外科 整形外科 ４７－３９３９ 国 分
山下内科クリニック 内科 ４３－０４６０ 隼 人
加治木温泉病院 内科 ６２－０００１ 加治木町
西クリニック 皮膚形成外科 ６７－２４１２ 姶 良 町
伊東内科クリニック 内消呼吸器科 ７２－９０８８ 横 川
加治木白石眼科医院 眼科 ６３－１２００ 加治木町
すこやかクリニック 小児科 ６２－０３０８ 加治木町

5 月  4 日 日

清水内科 内科小児科 ４７－７１７３ 国 分
霧島杉安病院 外科 ５７－１２２１ 霧 島
ザ王病院 内科 ６２－４６１１ 加治木町
やなせ整形外科 整形外科 ６７－７１００ 姶 良 町
田代医院 内科循環器科 ７４－２０７５ 湧 水 町
田中眼科医院 眼科 ６５－３９８６ 姶 良 町
なかむら小児科 小児科 ６４－３７１１ 加治木町

5 月 5 日 月

浜田医院 皮膚科 ４５－０５０６ 国 分
島田泌尿器科医院 泌尿器科 ４２－７７３３ 隼 人
大井病院 内科外科 ６３－２２９１ 加治木町
朝日ヶ丘クリニック 内科小児科 ６６－１１２２ 姶 良 町
霧島桜ヶ丘病院 内科神経精神科 ７８－３１３５ 牧 園
渡辺眼科クリニック 眼科 ４５－６８８８ 国 分
あいら小児科 小児科 ６６－０１１５ 姶 良 町

5 月　6 日 火

国分中央病院 内科 ４５－３０８５ 国 分
福山外科 外科 ４２－２３６３ 隼 人
川島クリニック 外科内科 ６２－７２００ 加治木町
中馬クリニック 内科消化器科 ６７－８０００ 姶 良 町
猪俣医院 内科 ７２－０００３ 横 川
いぢち眼科 眼科 ４７－３６１８ 国 分
きたはらこどもクリニック 小児科 ６４－０６７７ 国 分

5 月 11 日 日

原口耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 ４６－３３３３ 国 分
たまいクリニック 泌尿器科内科 ４２－７３００ 隼 人
四本信一皮膚科 皮膚科 ６３－９９１２ 加治木町
こまき内科循環器科クリニック 内科循環器科 ６７－８８９９ 姶 良 町
吉松温泉医院 内科小児科 ７５－３３１１ 湧 水 町
神村眼科 眼科 ６４－５５５６ 姶 良 町
いかりこどもクリニック 小児科 ４８－５８５８ 国 分

5 月 18 日 日

国分生協病院 内科 ４５－４８０６ 国 分
大迫整形外科 整形外科 ４２－６１１５ 隼 人
とくだクリニック 内胃腸消化外科 ６４－１７１７ 溝 辺
錦江クリニック 内外循環器科 ６７－７７５５ 姶 良 町
大庭医院 内科小児科 ７６－１９８４ 牧 園
隼人福島眼科 眼科 ６４－２９４０ 隼 人
こどもクリニック山崎 小児科 ６５－１３５０ 姶 良 町

5 月 25 日 日

かのう医院 外整形外科内科 ４６－９１１１ 国 分
たぐち内科医院 内科 ４２－０３２０ 隼 人
加治木駅前クリニック 内整形小児科 ６２－２２２２ 加治木町
いわつぼ耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 ６６－３３８７ 姶 良 町
林内科 内科小児科 ７２－１８１８ 横 川
西眼科医院 眼科 ６２－２５２６ 加治木町
たちくら小児科 小児科 ４７－１２１１ 国 分

月　日 曜日 薬　局　名 電　話 地　区
5 月 3 日 土 みなと調剤薬局 ４７－２０６２ 国　　　 分

４日 日 国分駅前薬局 ４８－８２８２ 国　　　 分
５日 月 霧島市民薬局中央 ４４－１８５５ 国　　　 分
６日 火 いちご薬局 ５６－７５７７ 国　　　 分

11 日 日 中央一丁目薬局 ４６－２８５８ 国　　　 分
きらら薬局 ４７－５６５６ 国　　　 分

18 日 日

（株）霧島市民薬局 ４５－４３３８ 国　　　 分
あおぞら薬局 ５８－９８７７ 溝　　　 辺
寺脇薬局 ７６－２００８ 牧　　　 園
ひなた調剤薬局 ４２－８７０４ 隼　　　 人
とざか薬局隼人店 ６４－２２７０ 隼　　　 人

25 日 日 たんぽぽ薬局 ４８－５７８８ 国　　　 分
サン調剤薬局 ７２－１８００ 横　　　 川

※原則として往診はいたしません。
※都合により変更になる場合がありますので、ご連絡のうえ受診してください。
※内科・外科系の担当時間は午前９時から午後５時までです。
※眼科系の担当時間は午前９時から午後１時までです。

平
成
20
年
度
個
別
予
防
接
種

委
託
医
療
機
関
に
つ
い
て

平
成
20
年
度
の
予
防
接
種
実
施
は

次
の
と
お
り
で
す
。
一
覧
表
に
あ
る

医
療
機
関
で
、
霧
島
市
発
行
の
予
診

票
を
使
用
す
る
と
、
接
種
が
可
能
で

す
。（
合
併
前
の
旧
予
診
票
は
無
効
で

す
）

※�

接
種
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
事

前
に
電
話
な
ど
で
確
認
・
予
約
を

し
て
か
ら
母
子
健
康
手
帳
を
持

参
し
て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
母
子
健
康
手
帳
が
な
い
と
予
防
接

種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
予
診
票

の
な
い
か
た
は
健
康
増
進
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
で
再
発
行
し
ま
す
）

※�

日
本
脳
炎
は
同
意
書
記
載
後
の
接

種
で
５
月
〜
７
月
内
だ
け
の
実
施

と
な
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課
ま

た
は
各
総
合
支
所

平
成
20
年
度
春
季
ポ
リ
オ

経
口
ワ
ク
チ
ン
投
与
に
つ
い
て

１
．
通
知
対
象
者
（
春
季
分
）

　

平
成
19
年
１
月
１
日
〜
平
成
19
年

12
月
31
日
生
（
上
記
対
象
者
よ
り
以

前
に
出
生
さ
れ
た
７
歳
６
か
月
未
満

地区 実施場所 受付時間 実施日（春季分）

国分 国分保健センター 13：00～13：30 5月　21・22・23・26・27・28・29・30日
6月　２・３日

隼人 すこやか保健センター 13：00～13：30 5月　８・９・14・16日
6月　３・４日

牧園 牧園保健センター 13：15～13：30 5月　21日
横川 横川保健センター 14：00～14：15 5月　23日
溝辺 溝辺保健福祉センター 13：00～13：30 5月　20・28日
福山 福山活性化センター 13：30～13：40 5月　15日
霧島 霧島保健福祉センター 13：30～14：00 5月　22日

麻しん風しん混合（MR）予防接種について ※詳細についてはお問い合わせください。
（行政措置接種について）
　麻しんおよび風しん予防接種は１期の対象期間である２歳未満で接種できなかった
場合、それ以降の接種は保護者の実費負担ですが、平成20年度に限り、保護者が申
請書を提出した場合、公費負担で接種を受けられます。（別途手続きが必要です）

（MR3 期・MR4 期予防接種について）
　麻しんおよび風しんの予防接種を一度しか受けていない世代に対し、平成20年〜24

年度の5年間に限り、中学1年生（MR3期）か、高校3年生（MR4期）で接種を受け
られるようになりました。対象者には予診票などを個人通知します。

◎個別予防接種

◎春季ポリオ経口ワクチン

の
か
た
も
接
種
可
能
）

２
．
持
っ
て
く
る
も
の

霧
島
市
発
行
の
予
診
票
と
母
子
健

康
手
帳

※�

予
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
か
た
に

は
予
診
票
を
再
発
行
い
た
し
ま
す
。

ま
た
接
種
会
場
に
予
備
の
予
診
票

を
準
備
し
て
い
ま
す
。

３
．
任
意
接
種
者

地　

区
医 療 機 関 名 電話番号

ＢＣＧ 三種混合
M R

１期・２期
３期・４期

二種混合
（小 6）

日本脳炎
（要同意書）

接 種 開 始 日
4月1日 4月14日 4月14日 5月1日 5月1日

国　
　
　

分

青葉クリニック 64-0646 ○ ○ ○ ○ ○
鵜木医院 45-0011 　 ○ ○ ○ ○
かのう医院 46-9111 ○ ○ ○ ○ ○
きたはらこどもクリニック 64-0677 ○ ○ ○ ○ ○
石塚内科 45-0419 　 　 　 ○ ○
国分外科胃腸科 47-2311 　 ○ ○ ○ ○
たちくら小児科 47-1211 ○ ○ ○ ○ ○
田中医院 46-0315 　 ○ ○ ○ ○
帖佐クリニック 64-0711 　 　 ○ ○
浜田医院 45-0506 　 　 ○ ○
ﾌﾟﾗｲﾏﾘｹｱむろ内科 46-6611 ○ ○ ○ ○ ○
国分生協病院 45-4806 ○ ○ ○ ○ ○
田中内科消化器科 46-6123 ○ ○ ○
いかりこどもｸﾘﾆｯｸ 48-5858 ○ ○ ○ ○ ○
清水内科 47-7173 ○ ○ ○ ○ ○
うえぞの内科クリニック 48-6555 ○

福山 八木クリニック 56-3000 ○ ○ ○ ○ ○

隼　
　

人

かわの小児科 42-8866 ○ ○ ○ ○ ○
永山医院 42-0109 ○ ○
森クリニック 43 -5511 　 ○ 　 　
永田医院 42 -3402 ○ ○ ○ ○ ○
たぐち内科 42 -0320 ○ ○ ○ ○ ○
山下内科クリニック 43 -0460 ○ ○ ○ ○ ○
浜崎病院 42 -0349 　 ○ ○ ○ ○
はやと整形外科 43 -6111 ○ ○ ○ ○ ○
隼人温泉病院 42 -2151 ○ ○ ○ ○ ○
きりしま内科リハビリクリニック 64 -2222 ○ ○ ○ ○ ○
まさやクリニック 64 -2750 ○ ○ ○ ○ ○

横 

川
伊東内科クリニック 72 -9088 ○ ○ ○ ○ ○
林内科 72 -1818 ○ ○ ○ ○ ○

溝  

辺

壱岐医院 59 -2019 ○ ○ ○ ○ ○
佐藤医院 59 -2607 ○ ○ ○ ○ ○
徳永医院 58 -2302 ○ ○ ○ ○ ○
とくだクリニック 64 -1717 　 ○ ○ ○ ○

牧 

園

大庭医院 76 -1984 ○ ○ ○ ○
春田医院 76 -0053 ○ ○ ○ ○ ○
霧島桜ヶ丘病院 78 -3135 　 　 ○ 　 　

霧 

島
竹田医院 57 -0011 ○ 　 　 　 　
霧島杉安病院 57 -1221 ○ ○ ○ ○ ○

昭
和
50
年
〜
昭
和
52
年
生
ま
れ
の�

か
た
で
、
ポ
リ
オ
投
与
を
受
け
る
幼�

児
・
乳
幼
児
と
同
居
し
て
い
る
か
、
接�

触
す
る
機
会
の
多
い
希
望
者
（
任
意

接
種
の
た
め
接
種
料
２
、０
０
０
円

と
印
鑑
が
必
要
で
す
。
ま
た
妊
娠
中

の
か
た
は
対
象
外
で
す
。
お
子
さ
ん

が
受
け
ら
れ
る
場
合
お
子
さ
ん
と
同

じ
日
に
投
与
を
受
け
て
く
だ
さ
い
）
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◎
溝
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町

山
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天ら　
　

達
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上
桑
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今
島　

己み

来ら
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勉　
　
　

高
尾
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地

池
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す
み
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弘
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十
文
字
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地

岩
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蒼そ
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雄
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今
別
府

剥
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岳が
く

澄と　
　

拓
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宮
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内
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班

遠
藤　
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菜な　
　

祐
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西
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自
治
公

石
野
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瑛え
い

大た　

勇
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下
有
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自
治
公

◎
横
川
町

宮
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大お
お

果か　
　

靖
孝　
　

崎
山
団
地

下
島　

慶け
い

汰た　
　

祥
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第
二
今
村
住
宅

山
本　

華か

帆ほ　
　

和
洋　
　

上
新
ハ
イ
ツ

◎
牧
園
町

山
口　

想そ
う
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良
一　
　

牧
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９
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人
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日
髙　

心し
ゅ
う
と

優
人　

大
地　
　

新
川
８	

	

福
谷　

玲れ
い

華か　
　

和
隆　
　
レ
ジ
デ
ン
ス
ク
ワ
ハ
タ

西
元　

大た
く
ま生　

　

寿
一　
　

沢
馬
場
２

上
野　

健け
ん

太た　
　

慎
一　
　

小
田
団
地

福
田　

莉り

央お　
　

智
和　
　

川
尻
東

山
元　

悠ゆ
う

聖せ
い　
　

拓
郎　
　

新
川
３

濱
﨑　

智ち

穂ほ　
　

栄　
　
　

牟
田

唐
仁
原　

奏か
な
で心　

悠
介　
　

見
次
４

竹
原　

珀は
く

蓮れ
ん　

　

真
麻　
　

中
央
１

久
米
村　

悠ゆ
う

惺せ
い　

光　
　
　

新
川
９

永
山　

善ぜ
ん

一い
ち

朗ろ
う　

良　
　
　

高
畑

仲
田　

利り

休き
ゅ
う　
　

朝
弘　
　

東
郷
団
地

真
壁　

く
る
み　

巧　
　
　

姫
城
温
泉
東

北
野　

愛ま

桜お　
　

大
輝　
　

駅
前
１

枦
山　

桃も
も

花か　
　

健
一　
　

宮
下

吉
満　

比ひ

呂ろ　
　

亨　
　
　

沢
馬
場
１

有
村　

啓け
い

伸し
ん　

　

洋
二
郎　

真
孝
１

齋
藤　

健け
ん

太た　
　

祐
志　
　

駅
前
１

久
保　

賢け
ん

志し

朗ろ
う　

智
人　
　

沢
馬
場
１

瀬
戸
山　

慧け
い　
　

真　
　
　

真
孝
１

上
江
川　

結ゆ
う

友ゆ　

明
仁　
　

住
吉
15

林　
　

優ゆ

愛あ　
　

美
佐
輝　

新
川
６

前
野　

花か

音の
ん　

　

昭
司　
　

見
次
１

黒
田　

芽め

依い　
　

一
紀　
　

新
川
９

◎
福
山
町

橋
口　

惺し
ょ
う　
　
　

悟　
　
　

下
牧
之
原

山
田　

真ま

央お　
　

浩
隆　
　

東
牧
之
原

大
宮　

し
ず
く　

く
る
み　

新
原

久
米
村　

陽ひ

葉よ

里り　

慶
信　

東
牧
之
原

河
野　

晃こ
う

大た　
　

克
幸　
　

東
牧
之
原

お
く
や
み

届
出
日
（
２
／
16
～
３
／
15
）

◎
国　

分

（
氏　

名
）　　
　
　
　

 　
（
年
齢
）   （
自
治
会
）

津
曲　

侃　
　
　
　

72　
　

川
路
上

朴
木　

ツ
ギ
ヱ　
　

86　
　

朴
木

出
原　

チ
サ
子　
　

78　
　

三
郷

恒
益　

親
志　
　
　

91　
　

園
田
団
地

泉　
　

ヨ
シ
コ　
　

80　
　

川
跡
南
第
３

長
谷
川　

美
雪　
　

47　
　

道
場
口

川
越　

ヤ
ス
子　
　

78　
　

止
上

田
淵　

タ
ミ　
　
　

80　
　

朴
木

時
任　

豊
美　
　
　

57　
　

松
木
元

福
留　

サ
チ　
　
　

75　
　

府
中
中

中
園　

弘
美　
　
　

80　
　

奈
敷
１

東
郷　

武
則　
　
　

66　
　

芦
原
東

瀬
戸
口　

ヨ
シ　
　

82　
　

東
前
田

豊
滿　

秀
雄　
　
　

78　
　

向
花
東

赤
瀬
川　

チ
ヱ
カ　

91　
　

迫
田
２

今
里　

成
大　
　
　

71　
　

中
立

松
田　

三
郎　
　
　

84　
　

川
跡
西

小
原　

ス
ミ
ヱ　
　

88　
　

舞
鶴
園

池
田　

ナ
ル　
　
　

71　
　

下
村
東

坂
本　

清
春　
　
　

67　
　

松
木
中

小
野　

安
己　
　
　

72　
　

中
立

村
田　

照
雄　
　
　

71　
　

銅
田

春
田　

和
男　
　
　

79　
　

台
明
寺

石
塚　

二
規　
　
　

83　
　

御
里

中
村　

憲
秋　
　
　

61　
　

向
花
東

家
村　

秀
男　
　
　

86　
　

鐘
突

赤
塚　

忠　
　
　
　

65　
　

駅
前

中
島　

ス
ミ　
　
　

94　
　

毛
梨
野

小
川
路　

ミ
キ
子　

65　
　

広
瀬
17

山
元　

タ
ケ　
　
　

95　
　

広
瀬
８

◎
溝
辺
町

田
渕　

綾
子　
　
　

81　
　

田
畑

馬
場　

優　
　
　
　

75　
　

崎
森
玉
利
東

藏
園　

哲
二　
　
　

90　
　

計
牛

◎
横
川
町

海
老
ヶ
迫 

ヱ
ミ
子  

78　
　

赤
水

岩
﨑　

松
彦　
　
　

90　
　

二
石
田

深
瀨　

ツ
ル　
　
　

78　
　

上
新
町

福
元　

接
　
　
　

90　
　

長
安
寮

坂
元　

ハ
ツ
エ　
　

95　
　

横
川
緑
風
園

◎
牧
園
町

市
之
瀬　

シ
ヅ
カ　

89　
　

高
千
穂
２
区

黒
葛
原　

ハ
ル
ヱ　

90　
　

高
千
穂
６
区

間
世
田　

義
満　
　

79　
　

持
松
１
区

◎
霧　

島

宮
田　

シ
ヅ
カ　
　

85　
　

豊
後
迫

宮
原　

フ
ミ　
　
　

101　
　

霧
島

中
西　

孝
夫　
　
　

85　
　

永
池

中
村　

ト
ミ
ヱ　
　

95　
　

大
窪

◎
隼
人
町

上
平
熊　

英
子　
　

82　
　

平
熊

久
木
田　

テ
ル　
　

93　
　

住
吉
２

神
田　

榮　
　
　
　

74　
　

野
久
美
田
１

中
山　

保　
　
　
　

83　
　

住
吉
９

冷
水　

親
雄　
　
　

59　
　

見
次
６

永
谷　

フ
ミ
子　
　

72　
　

武
安

松
尾　

シ
ヅ
ヱ　
　

94　
　

御
前
馬
場
西

重
黒
木　

勝　
　
　

76　
　

中
須
西

坂
口　

幸
代　
　
　

83　
　

隼
人
塚
団
地

堂
脇　

シ
ヅ
子　
　

83　
　

見
次
３

福
島　

浩　
　
　
　

61　
　

上
野

德
田　

正
吉　
　
　

84　
　

住
吉
11

野
田　

ミ
セ　
　
　

83　
　

松
山
４

野
村　

千
枝　
　
　

83　
　

東
前

満
重　

明　
　
　
　

85　
　

里
上

中
村　

ナ
ミ　
　
　

85　
　

川
尻
北

柳
川　

ミ
ツ
子　
　

80　
　

沢
馬
場
１

新
田　

深
志　
　
　

89　
　

住
吉
４

平
隈　

サ
キ　
　
　

90　
　

高
畑

児
玉　

シ
ヅ
カ　
　

86　
　

長
浜

袖
山　

良
夫　
　
　

86　
　

宇
都

◎
福
山
町

米
澤　

明　
　
　
　

81　
　

小
廻

野
崎　

ト
シ
エ　
　

82　
　

川
路
原

山
口　

ト
ヨ　
　
　

60　
　

東
牧
之
原

鎌
田　

光
男　
　
　

77　
　

南
園

森
山　

慶
二　
　
　

88　
　

川
路
原

國
師　

イ
ネ　
　
　

84　
　

国
師

う
ぶ
声

届
出
日
（
２
／
16
～
３
／
15
）

◎
国　

分

（
出
生
児
）　　
　
　
　
（
届
出
者
）　
（
自
治
会
）

矢
野　

里り

佐さ

子こ　

渉　
　
　

新
田

松
下　

零れ

央お　
　

博
美　
　

新
田

池
部　

成な

朗お　
　

勝
一
郎　

名
波
６

野
垣　

倭や
ま
と　

　
　

豊　
　
　

宇
都
良

福
谷　

心み

優ゆ　
　

直
樹　
　

広
瀬
16

加
藤　

す
み
れ　

清
彦　
　

ま
い
づ
る

花
山　

大だ
い

智ち　
　

智
文　
　

広
瀬
８

花
山　

颯そ

桜お　
　

智
文　
　

広
瀬
８

堂
脇　

暖ひ
よ
り和　
　

正
香　
　

広
瀬
16

堤　
　

光こ
う

矢し　
　

弘
道　
　

名
波
６

福
元　

智と
も

明あ
き　
　

豊
明　
　

野
口
西
第
一

福
元　

悠は
る

明あ
き　
　

豊
明　
　

野
口
西
第
一

二
之
宮　

隆り
ゅ
う

志じ　

隆
吾　
　

新
田

櫛
山　

陽は
る

紀き　
　

高
弘　
　

野
口
西
第
一

𠮷
満　

惇じ
ゅ
ん

人と　
　

吾
郎　
　

唐
仁
東
１

西
重　

歩あ
ゆ
む　
　
　

潤
一　
　

福
島
２

松
下　

愛み

結ゆ　
　

健
二　
　

重
久
宿
舎

松
鶴　

晄こ
う

昌し
ょ
う　
　

将
司　
　

天
神
台

鵜
狩　

颯そ
う

太た　
　

秀
和　
　

東
上
新

中
村　

來ら
い

夢む　
　

大
輔　
　

三
郷

西
溜　

悠ゆ
う

生せ
い　
　

雅
彦　
　

上
車
田

重
留　

千ち

春は
る　
　

光
浩　
　

川
跡
南
第
３

堀
内　

温は
る

斗と　
　

伸
起　
　

東
中

和
田　

ひ
な
た　

秀
樹　
　

福
島
６

和
田　

朝あ
さ

陽ひ　
　

秀
樹　
　

福
島
６

安
藤　

夢ゆ

蘭ら　
　

雄
登　
　

馴
松

横
山　

詩し
い

花か　
　

哲
雄　
　

神
田
東

新
原　

光こ
う

徠ら
い　

　

光
涼　
　

向
花
西

中
釜　

龍り
ょ
う

馬ま　
　

正
太　
　

新
清
水
団
地

藤
﨑　

凛り
ん　

　
　

和
彦　
　

重
久
団
地
２

松
元　

未み

空く　
　

邦
晴　
　

広
瀬
６

作
村　

珠し
ゅ

乃の　
　

行
生　
　

福
島
８

堀　
　

心み

玲れ
い　
　

祐
二　
　

広
瀬
17

満
田　

悦え
い

閏じ　
　

宏
秋　
　

野
口
西
第
二

竹
内　

愛あ
い

佳か　
　

和
義　
　

川
内
団
地

岩
元　

幸さ
ち

香か　
　

洋
一　
　

園
田
団
地

岡
留　

浩こ
う

精せ
い　
　

精
一
郎　

駅
前

鈴
木　

那な

七な

海み　

啓
一
郎　

新
町
第
６

募
集

ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

◦
期
間
＝
６
月
１
日
～
22
日（
毎
週
日
曜
）午
前

９
時
～
10
時【
定
員
＝
30
人（
小
学
生
）】

◦
受
講
料
＝
２
、１
０
０
円

◦
受
付
日
＝
５
月
13
日（
火
）～

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
総
合
プ
ー
ル

☎（
46
）９
４
０
０

レ
ッ
ツ・エ
ン
ジ
ョ
イ
テ
ニ
ス
教
室

◦
期
間
＝
５
月
30
日
～
７
月
18
日（
毎
週
金
曜
）

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

◦
対
象
＝
市
民（
20
歳
以
上
初
心
者
も
し
く
は

経
験
１
年
未
満
）【
定
員
＝
15
人
】

◦
受
講
料
＝
４
、２
０
０
円

◦
受
付
日
＝
５
月
１
日（
木
）
～
（
先
着
順
）

市長交際費（3月分）
市長の交際費をお知らせします。 （単位：円）

日　付 内　　容 金　額

3月 2日 首都圏きりしま牧園会出席時祝儀および関平鉱泉水 20,720 
3月 9日 関西福山会出席時祝儀 20,000 

3月24日 ㈱信栄製作所第４棟工場落成式時焼酎 4,550 

3月26日 故若松三成氏（元国分市議・３期）告別式時生花 10,500 

3月30日 故桐原エミ氏（地元選出県議会議員・桐原琢磨県議の母）
告別式時生花 10,500 

３月分合計 66,270

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
運
動
公
園
☎

（
46
）４
３
９
８

弓
道
教
室（
初
心
者
コ
ー
ス
）

◦
期
間
＝
５
月
24
日
～
７
月
26
日（
毎
週
土
曜
）

午
前
10
時
～
12
時

◦
場
所
＝
国
分
弓
道
場

◦
受
講
料
＝
４
、０
０
０
円

◦
対
象
＝
一
般
成
人
20
人（
市
民
）※
先
着
順

◦
申
込
期
限
＝
５
月
17
日（
土
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
地
区
弓
道
連

盟（
上
原
）☎（
45
）１
２
０
９

健
康
づ
く
り
講
座

●
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操

◦
期
間
＝
６
月
５
日
～
７
月
24
日（
毎
週
木
曜
）

午
後
３
時
～
４
時【
定
員
＝
15
人（
成
人
）】

◦
受
講
料
＝
４
、２
０
０
円

●
い
き
い
き
健
康
ラ
イ
フ

◦
期
間
＝
６
月
４
日
～
７
月
23
日（
毎
週
水
曜
）

午
後
１
時
～
２
時
30
分

◦
対
象
者
＝
60
歳
以
上【
定
員
＝
10
人
】

◦
受
講
料
＝
３
、３
６
０
円

※
い
ず
れ
も
５
月
13
日（
火
）
～
受
付
開
始

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
い
き
い
き
国
分
交

流
セ
ン
タ
ー
☎（
48
）５
５
２
２

霧
島
市
道
義
高
揚
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

◦
日
時
＝
５
月
10
日（
土
）午
前
７
時
30
分
～

◦
場
所
＝
霧
島
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

◦
資
格
＝
①
市
内
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

か
た
②
本
大
会
の
趣
旨
に
賛
同
で
き
る
か
た

◦
参
加
料
＝
２
、０
０
０
円（
プ
レ
イ
料
各
自
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
商
工
会
議
所

☎（
45
）０
３
１
３
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声
れ
ま
す
。
人
間
も
す
べ
て
は
心
で
す
。

お
は
よ
う
。
こ
ん
に
ち
は
。
そ
れ
に
、

あ
り
が
と
う
。
そ
の
５
文
字
で
世
界

は
明
る
く
心
豊
か
に
な
り
ま
す
。
人

も
自
分
も
元
気
に
な
る
の
で
は
。
子

は
親
の
背
を
見
て
育
つ
。
心
美
人
で

あ
れ
ば
一
生
幸
せ
。
ど
げ
ん
か
せ
ん

と
い
か
ん
大
人
た
ち
。「
あ
い
さ
つ

は
先
に
し
た
ほ
う
が
勝
ち
と
親
に
教

わ
る
」（
冬
の
タ
ン
ポ
ポ
70
歳
女
性
）

●

礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
。
私

も
幼
い
こ
ろ
に
習
い
ま
し
た
。
確
か

に
、
あ
い
さ
つ
一
つ
で
、
印
象
も
雰

囲
気
も
変
わ
り
ま
す
。
に
っ
こ
り
あ

い
さ
つ
さ
れ
る
と
、
こ
ち
ら
ま
で
笑

顔
に
な
り
ま
す
。

兵
庫
県
よ
り
平
成
17
年
４
月

に
転
入
し
ま
し
た
。
市
営
住

宅
に
入
居
し
て
快
適
な
生
活
の
ス

タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
府
中
に
新
居
を

構
え
ま
し
た
。
霧
島
連
山
や
桜
島
が

眺
め
ら
れ
、
朝
焼
け
や
夕
焼
け
を
近

く
の
公
園
で
も
見
ら
れ
ま
す
。
広
い

公
営
駐
車
場
に
恵
ま
れ
、
図
書
館
も

整
っ
て
お
り
便
利
な
暮
ら
し
が
で
き

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
医
療
機
関
も
多

く
公
共
機
関
も
整
い
、
百
貨
店
や
多

く
の
商
店
も
あ
り
、
過
ご
し
や
す
い

土
地
で
す
。
ま
た
、
温
暖
な
気
候
で

温
泉
も
至
る
所
に
あ
り
、
遠
来
の
友

人
も
温
泉
な
ど
を
満
喫
し
て
帰
路
に

つ
き
ま
す
。
こ
の
気
候
の
畑
で
野
菜

な
ど
育
て
る
と
す
く
す
く
と
青
々
と

成
長
し
、
さ
さ
や
か
な
園
芸
を
楽
し

ん
で
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。（
温

泉
大
好
き
62
歳
男
性
）

●

霧
島
市
を
選
ん
で
い
た
だ
い
て
感

謝
し
ま
す
。
行
っ
て
み
た
い
、
住
ん

で
み
た
い
ま
ち
に
な
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

今
、
親
子
で
携
帯
電
話
の
こ
と

で
揉も

め
て
い
ま
す
。
４
月
か

ら
息
子
の
通
う
高
校
は
携
帯
電
話
禁

止
で
す
。
説
明
会
の
時
に
も
有
害
サ

イ
ト
の
件
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
う
ま
く
取
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
便
利
で
は
あ
り
ま
す
が
悪

影
響
を
及
ぼ
す
面
も
多
々
あ
り
、
学

校
に
は
用
事
が
あ
れ
ば
公
衆
電
話
も

置
い
て
あ
り
ま
す
。
勉
強
、
部
活
で

過
ご
す
高
校
生
活
に
は
持
た
な
く
て

も
特
に
支
障
は
な
い
よ
う
で
す
。
が
、

し
ば
ら
く
様
子
を
見
て
２
年
生
位
に

な
っ
た
ら
と
考
え
て
は
い
る
の
で
す

が
、卒
業
式
が
終
わ
っ
た
途
端「
買
っ

て
！
」
で
す
。「
禁
止
だ
か
ら
様
子

を
見
て
か
ら
」が
効
き
ま
せ
ん
。「
待

つ
。
様
子
を
見
て
み
る
」
と
い
う
こ

と
が
で
き
な
い
我
が
子
に
腹
が
立
ち

ま
す
。
何
で
も
す
ぐ
買
い
与
え
る
親

に
も
な
り
た
く
な
い
の
で
す
。
本
当

に
必
要
か
ど
う
か
、
考
え
て
か
ら
購

入
す
る
よ
う
に
さ
せ
た
い
。
と
思
う

の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。（
ハ
ッ

ピ
ー
マ
ロ
ン
42
歳
女
性
）

●

子
ど
も
の
所
在
や
帰
宅
時
間
の
確

認
な
ど
に
重
宝
す
る
携
帯
電
話
も
、

予
想
も
し
な
い
使
い
方
で
親
を
悩
ま

せ
ま
す
。
親
は
い
つ
も
子
ど
も
を

思
っ
て
の
判
断
。
必
要
性
や
約
束
事

を
お
互
い
に
語
り
合
う
こ
と
が
大
切

で
す
ね
。

こ
の
ほ
か
に
、
12
通
の
お
便
り
が

あ
り
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
抽
選

で
８
人
の
か
た
に
配
送
し
ま
し
た
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢

な
ど
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

【
お
詫
び
】

３
月
号
「
読
者
の
声
」
の
ハ
ロ
ー

キ
テ
ィ
さ
ん
へ
の
返
事
を
「
開
発
者

に
指
導
し
ま
す
」
と
掲
載
し
ま
し
た

が
、
あ
た
か
も
開
発
者
の
車
両
が
安

全
に
配
慮
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
な

文
章
で
し
た
。
ご
指
摘
の
場
所
は
開

発
者
の
車
両
だ
け
で
は
な
く
ほ
か
の

周
辺
工
事
車
両
も
行
き
交
う
地
区
で

あ
り
、
人
も
車
も
み
ん
な
が
気
を
つ

け
る
よ
う
回
答
す
べ
き
で
し
た
。
開

発
者
の
か
た
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

c
o

m
m

u
n

i
t

y

大
き
な
ご
み
袋
に
ち
ょ
っ
と

の
ご
み
が
入
っ
た
だ
け
で

収
集
日
に
出
し
て
あ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ご
み
袋
も
資
源
だ
し
家
計
の

節
約
に
も
な
る
の
で
、
も
っ
と
有
効

に
使
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
我
が

家
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ご
み
や

発
砲
ト
レ
イ
な
ど
は
細
か
く
切
り
刻

ん
で
だ
し
て
い
ま
す
。
か
さ
張
ら
ず

約
２
倍
く
ら
い
入
れ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
26
歳
女
性
）

●

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
ご
み
袋
も

資
源
で
す
。
身
近
な
こ
と
か
ら
工
夫

し
て
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
使
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

鳥
好
き
の
私
に
と
っ
て
３
月

号
の
表
紙
と
い
い
、
特
集
の

環
境
共
生
宣
言
都
市
は
希
望
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。
私
も
毎
日
の
生
活
の

中
で
「
と
も
に
生
き
る
」
こ
と
を
意

識
し
て
自
分
に
も
で
き
る
こ
と
を
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
に
サ

ギ
、
ス
ズ
メ
、
カ
ラ
ス
が
、
た
く
さ

ん
の
木
々
に
小
鳥
た
ち
が
さ
え
ず
っ

て
い
る
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
ピ
ー
ち
ゃ

ん
61
歳
女
性
）

●

自
然
は
人
間
だ
け
の
も
の
で
は
な

い
で
す
よ
ね
。
市
民
み
ん
な
で
輪
に

な
っ
て
、
共
に
自
然
環
境
を
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

花
は
霧
島
、
タ
バ
コ
は
国
分
。

２
月
、
知
人
の
要
請
で
初
め

て
葉
タ
バ
コ
の
ポ
ッ
ト
植
付
け
の
手

伝
い
に
行
き
ま
し
た
。
共
同
苗
床
で

種
蒔ま

き
し
１
㌢
ほ
ど
に
育
っ
た
苗
を

各
農
家
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
で

５
㌢
四
方
の
ポ
ッ
ト
に
箸は
し

で
植
え
込

み
ま
す
。
私
は
肥
料
の
入
っ
た
ポ
ッ

ト
の
運
搬
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
員

は
私
を
含
め
て
10
人
。
み
ん
な
シ
ル

バ
ー
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人

た
ち
で
も
ろ
も
ろ
の
話
を
し
な
が
ら

す
る
作
業
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
お
昼
は
、と
い（
鶏
）の
し
ゅ

い（
汁
）に
舌し
た

鼓つ
づ
みを
打
ち
な
が
ら
の
に

ぎ
や
か
な
食
事
で
、
ま
る
で
花
見
の

よ
う
で
し
た
。
葉
タ
バ
コ
を
収
穫
す

る
ま
で
何
回
か
お
呼
び
が
来
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る

の
か
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
体
力
を

つ
け
な
が
ら
待
っ
て
い
ま
す
。（
田

原
の
文
さ
ん
67
歳
男
性
）

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

●

笑
い
に
包
ま
れ
た
光
景
が
目
に
浮

か
び
ま
す
。
特
に
鶏と
り

汁じ
る

は
お
い
し
そ

う
。
に
ぎ
や
か
な
食
事
や
収
穫
の
楽

し
み
が
増
え
て
う
ら
や
ま
し
く
思
い

ま
す
。野

口
の
天
降
川
沿
い
に
私
の

ち
ょ
っ
と
し
た
お
気
に
入

り
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の

か
た
が
た
が
い
つ
も
花
壇
に
お
花
を

絶
や
さ
な
い
そ
の
場
所
は
、
長
い
遊

歩
道
に
な
っ
て
お
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
さ
れ
る
か
た
や
ワ
ン
ち
ゃ
ん
た

ち
の
お
散
歩
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
時
折
、
お
散
歩
友
だ
ち

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
飼
い
主
さ
ん

同
士
が
語
ら
っ
て
い
る
の
を
見
か
け

ま
す
。
な
ん
だ
か
の
ん
び
り
時
間
が

流
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今
、

対
岸
も
き
れ
い
に
さ
れ
て
い
て
、
景

色
も
さ
ら
に
よ
く
な
る
の
で
し
ょ
う
。

我
が
家
に
も
犬
が
き
た
ら
お
散
歩
に

行
き
た
い
な
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ

で
す
。
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
過
ご

せ
る
よ
う
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
も
携

帯
し
て
。
ま
も
な
く
、
桜
も
顔
を
出

す
で
し
ょ
う
。
待
ち
遠
し
い
春
で
す
。

（
桜
並
木
30
代
さ
ん
38
歳
女
性
）

●

花
壇
の
花
を
絶
や
さ
な
い
地
域
の

皆
さ
ん
の
努
力
の
お
か
げ
で
、
た
く

さ
ん
の
か
た
が
気
持
ち
よ
く
利
用
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
ね
。
散
歩

中
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
た
ち
も
気
持
ち
が

よ
さ
そ
う
で
す
。

合
併
前
は
、
自
分
の
町
の
こ
と

し
か
関
心
が
な
く
田
舎
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
旧
１
市

６
町
が
自
分
の
ま
ち
、
自
分
の
住
ん

で
い
る
霧
島
市
と
感
じ
ら
れ
、
誇
ら

し
げ
さ
え
感
じ
ま
す
。
広
い
隼
人
地

域
、
発
展
し
て
い
る
国
分
、
便
利
な

溝
辺
も
ろ
も
ろ
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
ね
。
ま
だ
ま
だ
未
来
性
を
持
つ
霧

島
市
に
期
待
を
も
っ
て
生
活
で
き
そ

う
で
す
。
旧
１
市
６
町
の
い
ろ
い
ろ

な
知
ら
れ
ざ
る
有
名
人
や
食
べ
物
、

草
花
、
住
ま
い
な
ど
市
報
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
Ｉ
・
Ｉ
さ

ん
55
歳
女
性
）

●

合
併
し
て
誕
生
し
た
霧
島
市
を
、

誇
ら
し
く
感
じ
て
い
た
だ
い
て
光
栄

で
す
。
そ
の
声
を
も
っ
と
聴
け
る
よ

う
に
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ま
だ
ま
だ
霧
島
市
の
魅
力
を
引
き
出

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し

て
い
て
く
だ
さ
い
。

す
っ
か
り
春
め
い
て
、
梅
、
菜

の
花
、
つ
ば
き
、
あ
ら
ゆ
る

も
の
が
芽
吹
い
て
参
り
ま
し
た
。
名

も
知
ら
な
い
草
花
た
ち
ま
で
も
ほ
ほ

笑
ん
で
、
自
然
の
律
儀
さ
に
心
打
た
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市
民
参
加
の
意
義

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

あ
る
会
合
の
参
加
者
か
ら
「
結

局
の
と
こ
ろ
、
首
長
が
か
わ
ら
な

い
と
住
民
参
加
は
す
す
ま
な
い
」

と
い
う
趣
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
「
た
と
え
、
ど
ん
な
首

長
で
も
、
住
民
参
加
の
手
法
に
つ

い
て
行
政
職
員
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄

積
し
て
い
な
い
と
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
と

お
答
え
し
ま
し
た
。
確
か
に
、
住

民
参
加
を
す
す
め
る
上
で
、
行
政

ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
重

要
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
最

大
限
の
効
果
に
近
づ
け
る
た
め
に

は
、
ト
ッ
プ
を
支
え
る
職
員
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
必
要
で
す
。
そ
れ
が
な

い
と
住
民
参
加
に
よ
り
得
ら
れ
た

情
報
を
、
よ
り
効
果
的
な
意
思
決

定
に
反
映
で
き
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

「
参
画
」
や「
協
働
」
と
い
っ
た

言
葉
で
、
住
民
参
加
へ
の
手
法
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
自
治
体
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
ハ
コ
モ
ノ
で

個
性
を
打
ち
出
す
よ
う
な
や
り
方

に
限
界
が
見
え
て
き
た
中
で
、
効

果
的
な
住
民
参
加
の
模
索
が
始

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
霧
島
市
に

は
住
民
参
加
に
関
す
る
手
法
を
学

ん
で
い
る
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
議
員
・

専
門
家
が
数
多
く
い
ま
す
。
そ
の

人
々
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
、
地
域

か
ら
情
報
を
引
き
出
し
、
地
域
の

政
策
に
反
映
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
地
域
住
民
が
主

体
的
に
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、

霧
島
市
が
地
球
規
模
で
の
共
通
課

題
と
な
っ
て
い
る
持
続
可
能
な
社

会
の
構
築
に
寄
与
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

て
、
荷
物
を
持
ち
汽
車
に
乗
っ
た
の

で
す
が
、
途
中
線
路
が
カ
チ
ャ
カ
チ
ャ

と
切
り
替
わ
っ
て
、
着
い
た
と
こ
ろ

は
牧
園
だ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
心
境

で
牧
園
に
住
み
始
め
た
と
い
う
わ
け

で
す
。

も
う
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。
結
果

的
に
あ
の
時
の
判
断
は
正
解
だ
っ
た

と
言
え
ま
す
。
こ
の
10
年
は
３
人
の

子
ど
も
た
ち
に
母
親
と
し
て
実
践
す

る
べ
き
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
や
、「
ヨ

シ
�
こ
れ
も
神
の
計
ら
い
な
り
」
と

受
け
止
め
て
楽
し
く
や
っ
て
い
こ
う

と
心
に
決
め
た
霧
島
山
麓
の
自
然
の

中
で
の
日
常
生
活
で
は
、
本
当
に
多

〈随ずいそう想〉

く
の
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
す
。
春
夏

秋
冬
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
、
こ
れ

ま
で
私
は
何
を
見
て
き
た
の
か
、
随

分
と
鈍
感
に
生
き
て
き
た
も
の
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。

家
を
建
て
た
時
、
庭
に
息
子
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
シ
ャ
ラ
の
木

を
植
え
、
地
元
の
か
た
か
ら
い
た
だ

い
た
１
㍍
ほ
ど
の
ケ
ヤ
キ
の
木
も
植

え
ま
し
た
。
ま
た
、
山
か
ら
モ
ミ
ジ

の
小
さ
な
苗
を
も
ら
っ
て
き
て
植
え

ま
し
た
。
土
に
か
く
れ
て
い
た
種
が

芽
を
出
し
て
、
そ
れ
が
も
う
屋
根
の

高
さ
く
ら
い
に
育
っ
た
木
も
あ
り
ま

す
。
土
し
か
な
か
っ
た
わ
が
家
の
庭
も
、

徐
々
に
木
々
た
ち
が
増
え
、
私
は
朝

晩
成
長
し
て
い
く
様
子
を
見
守
っ
て

い
ま
す
。
冬
に
は
葉
が
す
っ
か
り
落

ち
て
、
春
に
な
っ
た
ら
間
違
い
な
く

芽
が
出
て
、
少
し
ず
つ
ふ
く
ら
ん
で

い
く
、
そ
ん
な
自
然
の
営
み
に
ゆ
っ

く
り
深
く
目
を
向
け
る
生
活
は
、
今

さ
ら
な
が
ら
一
つ
一
つ
感
動
す
る
も

の
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
私
に
と
っ

て
視
点
を
ど
こ
に
置
き
、
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
世
界

観
が
変
わ
る
と
い
う
私
の
人
生
に

と
っ
て
生
き
方
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
た
と
い
え
る
か
も
。

「
父
は
鳥
の
目
、
母
は
昆
虫
の
目
」

と
い
う
本
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
私
も
今
は
時
々
、
高
い
所
か

ら
物
事
を
見
て
、
見
極
め
た
い
も
の

だ
と
思
う
の
で
す
。
そ
し
て
、
私
は

自
分
流
の
楽
し
み
方
を
実
行
し
ま
し

た
。
例
え
ば
、
朝
早
く
珈
琲
と
お
に

ぎ
り
を
持
参
し
て
車
で
30
分
、
え
び

の
高
原
で
朝
食
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま

す
。
そ
こ
で
40
度
ほ
ど
傾
い
た
岩
（
こ

こ
は
私
の
聖
地
と
設
定
し
ま
し
た
）

に
横
た
わ
っ
て
宇そ

宙ら

を
仰
ぎ
、
目
を

閉
じ
て
想
像
し
ま
す
。
偉
大
な
宇
宙

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
「
き
っ
と
あ
の
宇

宙
の
彼
方
に
地
球
と
同
じ
よ
う
な
知

的
生
命
体
が
い
て
、
私
と
同
じ
よ
う

な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

Profile

国分の肥
ひ

沃
よく

な土壌で有機質肥料を使い太陽の光をいっぱい浴びて育った
「国分桃太郎とまと」。甘みとコクの強いフルーツ感覚の完熟系トマトです。
あいら農協では全国各地へ発送しています。贈り物などにいかがですか。
○１ケース（４㌔入り、18～24個程度）＝2,600円（送料込）、２ケース（４㌔入り×２箱）＝
4,600円　○申込期間＝５月30日まで

◎問い合わせ先＝あいら農業協同組合 東部地域営農センター  ☎（49）8701

たけやま としよ（60）／
(牧園町宿窪田在住）
奄美市生まれ。東横学園女子
短期大学教育課卒。結婚と同
時に再び奄美市で生活を始
める。その後、鹿児島市内で
10年過ごした後、平成10年
に牧園へ移り、現在は「12
じ45ふん」という珈琲店を
営む。

４月の異動で溝辺からの通勤です。これまで３分の通勤時間が 30 分
になりました。１時間の早起きになり心配でしたが、車で行き交う皆

さんの顔を見ると元気がわいてきます。霧島を横目に、着くころは桜島が
待っています。毎日楽しく大声で歌いながらの通勤です（脇見に注意）（ふ）

パスポートの交付申請手続きが、4 月から霧島市民は国分にある｢コ
ア・よか｣ の市民サービスセンターでできるようになりました。鹿児

島空港からまもなく香港線も就航。ますます世界と霧島市が近くなりまし
た。あとはお金をためてパスポートを取って妻の許可をもらうだけ（無理）（た）

今回、「随想」を書いてくださった竹山さんの霧島の自然の営みに目
を向け、自分流の生活を楽しんでいる姿や、視点の違いにハッと

しました。今の私はゆったりとした気持ちで星空を見上げることもない生
活を送っていることに気付かされました…。皆さんはどうでしょうか…（あ）

新年度がスタートしました。今年度は、今まで以上に地域を回って情
報をゲットしたいと思います。皆さんの元を急に訪れるかもしれませ

んが撮影に協力してくださいね。ちなみに、次は溝辺地区に行こうかなぁ
…。溝辺地区の皆さん、カメラを向けられたら笑顔でお願いします（み） 

◎人口／128,305人（－36）
男性／ 61,936人（－17）
女性／ 66,369人（－19）
出生 119人／死亡 113人
転入 326人／転出 371人
◎世帯数／56,593世帯（－56）

（平成20年３月1日現在）

市　章
霧島連山と「Ｋ」がモチーフ。
上から「花は霧島」の花と夢と元気と霧
島連山。
みどりで山 と々豊かな平野部。
紺で水清き天降川。
下の紺で波静かな錦江湾。
全体に躍動感をつけて雄大な自然と市
民が融合し世界へ躍進する霧島市を表
現しています。
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'S◎今月の表紙

3
月
下
旬
好
天
が
続
き
気
温
上
昇
と
と
も
に
一
気
に

咲
き
始
め
た
桜
。ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
次
々

と
開
花
し
、
市
内
の
桜
の
名
所
で
は
盛
ん
に
お
花
見

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
約
２
、０
０
０
本
の
桜
が
植

栽
さ
れ
て
い
る
こ
こ
霧
島
高
原
国
民
休
養
地
で
は
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ
が

訪
れ
、
し
っ
と
り
し
た
桜
景
色
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

3月30日　午後3時55分
霧島高原国民休養地

【撮影データ】
デジタルカメラ　レンズ28〜135㎜F3.5〜
5.6　1/180s　F5.6　ISO400

※読者プレゼントを提供してくださるかたを募集しています。広報広聴課広報グループ☎（64）0955までご連絡ください。

「
40
代
ま
で
は
リ
ハ
ー
サ
ル
。
50
代

か
ら
本
番
よ
」。
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ

て
い
た
私
は
50
歳
に
な
っ
た
時
、
日

ご
ろ
か
ら
考
え
て
い
た
１
年
間
の
海

外
生
活
を
実
行
し
よ
う
と
準
備
を
し
、

帰
国
し
た
ら
霧
島
の
麓
に
住
み
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
鹿
児
島
の
マ

ン
シ
ョ
ン
の
荷
物
を
置
く
た
め
の
住

ま
い
を
捜
し
に
牧
園
を
訪
れ
た
の
で

す
。
ち
ょ
う
ど
町
の
分
譲
地
が
あ
っ

た
こ
と
や
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
と
事

情
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
「
今
は
そ
の

時
に
あ
ら
ず
」
と
判
断
し
て
、
海
外

渡
航
を
断
念
。
私
の
友
人
た
ち
に
は

「
カ
ナ
ダ
に
行
っ
て
く
る
ね
」
と
言
っ

お便りをくださったかたの中から

な
い
」
な
ん
て
考
え
た
ら
、
ウ
フ
！

何
と
楽
し
い
こ
と
。
雨
の
日
も
傘
を

さ
し
て
珈
琲
を
飲
ん
で
い
る
私
は

き
っ
と
変
人
そ
の
も
の
。
霧
の
日
も

雪
の
日
で
も
あ
ち
こ
ち
の
山
の
近
く

へ
足
を
運
び
ま
す
。
そ
ん
な
自
分
流

に
自
然
と
対
話
み
た
い
な
こ
と
を

や
っ
て
い
る
姿
を
、
も
う
一
人
の
自

分
が
「
ヨ
シ
ヨ
シ
�
君
は
楽
し
ん
で

い
る
な
�
」
と
思
う
の
で
す
。
３
人

の
子
ど
も
た
ち
が
時
折
訪
ね
て
く
る

と
、
私
の
楽
し
み
の
流
儀
を
体
験
さ

せ
ま
す
。
結
構
喜
ん
で
い
ま
す
。
そ

ん
な
私
の
心
は
自
称
「
優
雅
な
り
」

で
す
。

60
代
か
ら
さ
ら
な
る
本
番
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
度
は
飛
行
機
に

乗
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
き
ち
ん
と
目
的
地
へ
行
け

る
か
し
ら
…
。

あいら農業協同組合の「国分
桃太郎とまと」をプレゼントします

えびの高原から宇宙に思いをはせる

◎竹山 稔代

広報きりしま  2627  Kirishima City Public Relations, 2008.4, Japan


